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感染症のうちでも,栴毒は極めて特殊な炎症

形態をとるoすなわち,この疾 JiLは そ の痛 姻｣

を,(第 1jtJJ)初感染双極fy],(第 2/lgJ)全身蔓

延期,(第 3期)臓器梅毒期の 3期に明僚に別つ

ことができる｡これに比 し得るほど明らかな病

期を有する疾患を他の感染症に求めるならば,

独り結核をのみ挙げ得るであろう｡ しかも梅毒

では,その特殊な感染部位の故もあって,第 1

病期の確認が容易で,かつ双極像を示す第 1期

病変 白身が本疾患のうちで重要な臨 床 症 状 と

なっているのに対 し,結核では,第 1期 病 変

は単に病変進展の足跡として,これを認めるこ

とが多いのである｡さらに第 2期を比較するな

らば,梅毒においては,明らかな皮膚疾患とし

て多彩な痛変を示すのに対 し,結核における第

2期病変は,粟粒結核としてこれを認め得るほ

かは,む しろ Rankeの理論 的所産であるかの

ような感が深 く,この痛親に対する病理学的反

論も,Ranke説の出現以来, これを 多数見る

ことができるのである｡ 第3期病変は梅毒,紘

核ともに明らかで,乾酪変性を主とする特異の

増殖性,壊死性病変を作る上でも,類似性があ

るこ

Rankeは 結核症の3病期 説を樹立するに 当

って,先に述べた感染経過からする3病期と,

アレルギーにおける病期とを組合わせ,見事な

理論体系を打建てた｡現在の慣用語に置換えて

文

これを表現すれば,第 1期はノルメルギー,節

2期はアレルギー,第 3,iyJは免疫の時期に相当

する｡結核症に 対する Rankeのアレルギー説

には,これを基礎付ける実証的な背景を欠いて

いたのであるが,その後の検査手技の進展は,

ある程度まで Ranke説を裏付ける事実の提供

を可能にした｡ しか し結核アレルギーにおいて

は,他のアレルギー反応と異なり,その抗原抗

体反応等になお明らかでない諸点を 残 して お

り,ために Ranke説の正確な評価も,今後に

残されていると言ってよい｡以上の結核症にお

けるアレルギーと全 く同様の事情を,梅毒に求

めることができるであろう｡ すなわち梅毒にお

けるアレルギー反応に闇しては,幾多の動物実

験が重ねられ,また臨床検査も試みられている

が,未だにその本体に触れ得たものとは思えな

い｡また諸種の梅毒血清反応の何れにおいても,

最近次第に巧敏の度を加えられながら,本質的

にはそれらの本体はなお不明に留まっていると

言ってよい｡ しかもこれらの諸反応が,梅毒の

病変に或程度の相関を示 しながら消長する事実
は,興味深いことである｡

以上のように,梅毒と結核とは,その癖期に

おいても,またアレルギー状態の上からも,檀

めて近い関係にあるものと言うことができる｡

加えて梅毒では,その第 1期および第 2期病変

が皮膚およびその所属淋巴腺に出現 す る 関 係
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上,その病変の観察も,またその病理組織学的

検索 も,結核に比 し遥かに容易なiU岩にある〔
さらに桁毒はその感染機会の特殊性の故に,感

染時期が比較的明瞭で,この点 でも病変形成の

理論的研折は結 核に比 し有利である｡ したがっ

て, lr帖1-反応で知られるアレルギー状態の推移

や,特効薬の使用によって速かにもたらされる

治癒過程の所 々において,その痛 変を組織学的

に調べるならば,或いは栴毒と言う感染症の特

殊件をさらに明らかに し,またその痛理を深め

ることができるものと期待されるのである｡

従来梅毒に闇する研 究は,細 菌,血満,病 理 ,

公衆衛生等の各分野で,多年にわたって続けら

れてきたo Lかし以上に述べたような期待は,

従来の研究によって十分満されたとは言いがた

い｡ ことに署者は細菌性炎症としての立場から

梅毒の特殊性を捕えたいのであるが,炎症の主

役を演ずる循環器系統を中心に,その血液像,
･Tr]･偶像,あるいは初感染部llLl_,所属淋巴脈,二

次巣におけるllll,'EL-r'描r目貫組織の反応等を綜金的に

研究 した報告は,梅毒に闇する限 り皆無に近い
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と言ってよい｡以下に‖封fRする報'E,--は,僅かの

期間に得た梅毒に関する自験例を,以上に述べ

たような減点から,できるだけ洩れな く調査 し

ようと企だてたものである｡ただ し検査対象と

した症例は,′ノ吊 紬は 言 う極めて特殊な境遇に

あったが故に,その性病 感染の頻度が極めて多

く,純粋な梅毒の病像を得 ることは,比較F郁月

経な状態にll1r･l;-.かれていた｡ しか しこのような伏

態の再にあっても,梅毒感染の特殊 性 の ゆ え

に,比較的容易に感染後の痛期に伴う狛 声の様

相を追跡することができ,さらに再感染,重感
染,ならびに免疫の問題に,かなり二立入った鮮

析を加える機会を得ることができたのである｡

某め得た症例 の上からも,また為し得た検 査の

点からも,未だ十分とは言いがたいが, しか し

他t嗣 Et]fられた成績のあるものは,梅毒と言う感

染症に対 し,免疫細胞学的な面か ら新らしい認

識を要求するに足るだけのものを持っていると

確信する｢以下その大要を報告し,あわせて卑

見を述べ,諸家の批判を得たいと思 うの で あ

る｡
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第 1 部 検査対象とした患者およびその臨床所見

Ⅰ 検 査 患 者

･1948年 6月から1950年 3月の間に京都府立平

安病院に入院 した患者のうち,顕症梅毒と診断

された 104例 (内訳は,第 1期52例,第 2期48

例,第 3期 4例)を主とし,さらに対 照 と し

て,同じく平安病院に入院 した潜伏梅毒10例,

軟性下貯 8例,および第四性病 9例を加えた総

計 131例の患者が,著者の検査対象として選ば

れた｡これ らを身分別に区別すれ ば, 集 娼 77

例,街娼52例,無職 2例である｡以上のうち第

1期顕症梅毒患者52例をさらに区分 し,(1)初期

-硬結を主症状とし,末だ潰癌を認めない者21

例,(2)*期-硬結に潰癌を伴った者18例,(a)級

期 -潰瘍はなお明らかだが,硬結の程度が減少

している者13例に分類 した｡同じく第 2期顕症

梅毒患者48例は,(1)軽度偏平 コンジローム-把

指頭大以下の病巣を有 し,その数が 3個以下の

者13例,(2)中等扇平 コンジローム-大きさが拒

指頭大を上廻 るか,その数が 4または5個の者

11例,(3)高度后平 コンジローム-発疹数がさら

に多 く,潰癌を伴っている者16例,(4,)その他 -

届平 コンジローム以外の梅毒第 2期疹を有する

者 9例に分類 した｡

Ⅲ 臨床検査ならびに治療

原則として入院直後ならびに退院直前,要す

ればさらにその間に,血液像,骨髄像,梅毒血

清反応を検査するとともに,必要に応 じて,珍

部の切除または淋巴腺の摘出を行って組織学的

検査を実施 した｡時には淋巴腺や疹分泌液の塗

沫像の検査や pHの測定を行い,またスピロヘ

ータ ･パ リダ検査,フライ反応,淋菌検査も実

施 した｡

顕症梅毒ならびに梅毒血清反応陽性患者に対

してほ,原則として, 1週間に 2回のマフアル

ゼ ン 0.04g の静脈内 注射, 1回のギフロンそ

の他の蒼鉛剤の筋肉内注射, 3回の亜批酸0.06

%液 2ccの皮下注射または0.02%液5ccの静脈内

注射を行った｡ただ し比較のために,全期間ま

たは一部の期間,マファルゼ ンならびに蒼鉛剤

の注射を中止して,亜批酸剤の連 日注射だけを

行った例もある｡

患者は疹の治癒とともに退院させたのである

第 1表 年令,ならびに初交後,稼業後,疹発生後入院に至る期間
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第 2 表 既 往 の 梅 毒 様 症 状
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が, 3週間以内に疹が治った場合には,少 くも

3週間は病院に留め,その経過を観察 した｡

III臨床検査ならびに治療成績

a 年令,ならびに初交後,稼業後,疹発生

後入院に至るまでの期間

成績は第 1表の通 りである｡ノ年令ならびに首

題の各期間は何れも,第 1期から第 2期,第 3

期に進むに従って延長 しており,とくに疹発_/ヒ

後の経過 日数は,第 1期でも,第 2期でも,症

伏の進行 している例の方が長い｡また稼業後感

染に至るまでの期間を推定すると,第 1期にお

いても, 6ヵ月近 くに達 している｡

b 既往の梅毒様症状

成績は第 2表の通 りである｡ 第 1期患者 の

72.2%,第 2期患者の73.3%に,硬結,下府,発

疹,横疫など梅毒催患を思わせる既 往 症が あ

る｢硬結または下狩の既往症には,軟性下棺=,

穂性下府,または混合下府の場合が 考 え られ

るo後 2者の場 合における現猛の発牡には,再

感染,重感染,あるいは再硬結の 3者が考えら

れるが,既往症の発生部位を調べると,12例中

6例まで現症と同一部位であることが判明した

点を考慮すれば,これらの病巣のうちには再硬

結に相当するものが相当数含まれているものと

推定されるOなお入院前治療の有無を60例につ

いて調査 した結果,51例が批嘉剤の注射を受け

ていた点も注意されねはならぬであろう｡

C 疹の発生場所,数,ならにび大きさ

成績は第 3表の通 りである｡第 1規疫の発li二

は,感染場所と思われる部に限局 している｡ そ

のうち潰癌を伴わない初期の硬結は大小唇に多

発 し,潰湯を伴った後期の例は帰 日に多い｡ こ

の頂関としては,雛剖′､予的関係も考 え られ る

が,-｢には蛙 Elの接が発見されに くくて入尻

の後れることも考えられる｡晶 平コ ンジローム

の発LLi場所は,大小幅,JlI-_門,ならびにその周

辺に限られており,第 1期疹の多発する確 口,

尻目,宮口にこれが現われた例は経験 しなかっ

た｡第1期疹は,疹の里発する例が大半を占め

ている｡ しか し2個または3個発疹 したものが

13例 (23.2%)に認められたっ疹の多発は(1)同

一機会に 2ヵ所以上に感染した場合,(2)異 なっ

た機会に重感染 した場合,(3)転移感染の場合,

(4:)一方が硬性下好で,他方が軟性下棺の場合,

(5)混合下好から軟性下府が転移感染 した場合の

何れかに起関すると考 えられる｡ そこで疹多発

例の個々について調べると,入院後12-55｢1日

に疹の続発 した例が 8例もあり∴重感染,また

は転移感染による多発を否定することができぬ

ものと思われる｡ヨ参の大きさを比較すると,節
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第 3 表 疹 の 発 生 場 所,敬,大 き さ
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火きさにおける検数は疹の総数である.1皿で

は,碗 豆人ない し栂指頭大の例が多 く,第 2期

,第 3期では, 超栂指頭大,またはそれ以上の例が少 くなかった｡第 1期のうちでは,

後期のものが初iF乱 中期よ

り小 さかったが,これは硬結が減少 したためである

｡d 横癌の自覚とその大きさ成績は第 4表の通

りである｡も射麦の臼先例 は,第1期が58.8

%であるのに対 し, 第 2期は25･0%に過ぎ

なかったc Lか し鼠頗腺の腫脹の程度を調べると,第 1圭

虹 第 2期 の問に 人 差 が なく,第1期では74%

,第 2割 では75%が小指Bi'i:大または

それ以上に腫脹 していたO左右別にみると,

第 1期,第 2期ともに,疹と同側の淋巴腺が他側

よりも人きかった｡横症自覚後入院までの 日数は,

第1期では 15.0日,第 2期 では43.4日であった｡横症口

先の時期は,第 1期では1.4[1,第 2期では6.

OHだけ疹発生の時,XJ]より早かったO

構症FIげ上の町 期が疹発生の時期より早かっ

たのは,患者にとって構症の方が自覚されやすかったためと

思われる｡治療による影響をみると,第 1期では,51.8%が縮小,17.9% が増大 してい

るのに対 し,第 2期では,61.8%が縮小

し,増大 したものは 1例もなかった｡すなわち

,構疫は局所の疹に伴って発現 し,疹の治癒ととも

に縮小するが,第 1期では治療に抗して増大

する例もあるOそして第 2期疹の発/壁とと

もに再び増人 し,第 2期疹が治 る に 従 って,そ

の大半は縮小する｡第 2期の鼠握腺腫脹は,第 1

期から引続き姓存する場合があり,その結果と

して,第 2期における横芦安自先例が実際より

も少 くなる｡なおマファルゼ ン不使用例におい

ても,使用例とほぼ同株の淋巴腺の消長が認められた｡ したがって鼠蹟腺の変化は,柿

毒感染に伴う淋巴腺の病変の自然の経過を示すもの

と思われる｡e 合 併 症成績は第5表の通

りである｡第 1期の 19.6%,第 2期,第 3

期の25.0%に合併症がみられるt｡合併症の

うち,陰唇浮腫は局所の疹に関連 した症状,鼠

蹟腺の膿分泌は軟性下栢:または第四性病の混合
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第 4 表 構 ‥車 の f'i 覧 と そ の 大 き さ
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(註 1) 疹 発 隼 .か ら 棋-i,_究牛 ま で の 口 数 における 一一 は.情 :,丁江上のノノーが疹 発 'F:_よ り 早 か っ た 場 合 を /j;す .

(註2) 情宣 の大きさの平均は舟JA_大:1,小抽 頂大-2,差招出しし-3.辺川 ｢由1人11,L L - l と し て 1m 目 し た .

(註3〕 局側-異側の欄は,疹が左石何れかに偏Lている例につき,LIした.

様発疹は∴重感染を思わせ る｡

f ス ピロヘータ ･パ リダ検出率,フライ反

応陽性率,な らびに淋菌陽性率

成績 は第 6表の通 りである｡疹分泌液の暗視

野鏡検により,第 1期の 50.0%,第 2期 の 62.5%

にスピロ-一夕 ･パ リグが検出されたが,第 3
)切では 4例とも陰性であった｡ 同 じ第 2脚室で

ら,その他の発疹における検廿率は著 明に低か

った｡また同 じ初期硬結 または扁平コンジロー

ムで も,潰疫の烈 しい例における検出率が伏か
ったが, これは分泌液の検剰 二困難を来 した結

果と考えられる｡ フライ反応陽性率は,第四性

病では 62.5%, それ以外では 6.8% であ り,後

者の うち第 1期では2.6,形,第 2期では10･0,0,,/の

陽性率を認めた｡ 淋菌陽性率は,尿道な らびに

釦:l''日二√)き, 2枚ず一)の隼抹根本を作製 して検

証 した結 果,57.7% の高さを示 したr

g 病巣分泌液の pH 値

pH 試験紙により検 した成績は第 7豪の通 り

である｢第1期の平均情は 7.6,第2期の ､2,-均

佃は 7.0で,第 1期疹 より第2期疹の酸伸 度 の
酢 一､ことが統計守:的に判定 された､また第 2期
疹 における治 療 前 と治痴後を比べると,治瞭後

に pH が伴かなが ら 低下 することが 認められノ
･3-
/､〉-

h 梅毒血清反応

机Ⅲと して,Wassermann,村i廿 Meinicke

の 3反応を実施 (以下 これ らの 3反応をそれぞ

れ,W,村 l丑 Mと略記す る),1949年以降の19

例には,Mの代 りに北研法を使用 した｡その成
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第 5表 合 併 症

宝笠屋i令
ll:L;
敬＼J

可111両1-03第 1 朔
期 (22)

封≡ 期 ｡15)
期 (19)

釈内の症併
響 鰻

舶
手

1

2

6:F(≡…!

第 2 叫(48)12;(9)r 2

1

2

1

■･･4
11

1

第 3 期l(4)ilkl)I軟 性 下 宿 r(8) 3(2)

第 四 性 病 (9) 9(8)

計 E(125)巨36
両 1 171 7･ 2.13(註 )合併症の検 数欄では,同一例の再発入 院 時 は ,

それぞれ 1 例 として 計上 した.積は第 8表

の通 りである｡その陽性率は第 1期65.4%,第 2期 93

.8%,第 3期75.0%に達 し,その陽性程度も,第 2期が 最高で, 以 下 第 3

京大結研紀要 第8巻 第3号期,第 1期

の順になっている｡入院後の変化をみると,第 1期で

は,入院時陰性の18例中 33.3%が陽転 し

, その一方で 入院時陽性の34例中38.2% が陰

転 しており,第 2期では,入院時陰性の3例中 2

例が陽転,入院時陽性の39例中 2例のみが陰転,

しかもこの陰転 した2例は,76日,145日

と言う長期入院例であった｡ すなわち第 1期で

は,血清反応の程度が弱 くて, しかも動きやす

く,比較的容易に陽性から陰性に,また陰性か

ら陽性に転化する｡これに対 し,節2期におけ

る反応の陽性度は強 く, しかも安定しており,

入院治療を施こしても,その反応の陰性化する

ことが容易でない｡以上の成績のうちマファル

ゼ ン不使用例について検討すると,第 1期で入堪後陽

転 した例は12例中58･3%,陰転 した例は

皆無であり,第 2期でも,陽転例はあるが,陰

転例はなかった｡ したがって上記陰転倒は,マファルゼ ンによる治療効

果の現れと考えてよいであろう｡つぎに静

脈血と骨髄血における血清反応を比べた成績は第

9表の通 りで,Wと村田では差を認め得なかっ

たが,Mでは,静脈血における陽性度が骨髄

のそれを上廻り,その差がとくに第第 6表 スピロ-一 夕 ･パ リダ検出率,フライ反応陽牲率,淋菌陽件率
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第 7表 痛渠分泌液のpH情

(検放)
I-(
月

柄
比
の F較
象対

第 1 期 (17)】7.6⊆2期 ⊆13

矧 (5) 7･6i■
期 (10) 7.6 後期

励 (2) 7.5i

再 1血清綿 (6)7･7
両 同 馴 (ll) 7･6

4.11有意

×

×

第 2 期1(32)巨 o 第四 00･5巨 1 巨 億

内 l軽 度/､(二､才一
度

(7) 7.1い巨等
(10)

(15)

第 3 期 (1)1

3
8
0

7
6
8

竺竺 聖 151'LSll･王
計 (55)7.3聖

治 療 前 (5) 7.2 後

治 療 後 (5) 6.9

14

L-.
つ7･
4

4
ェ
4

4

宗主1)罪巨利斗痛は鼠撲腺,その他は疹の分泌液につ

いて検 した.

詰2)治舶紺射こついて検 した5例は,小月1も第2

期である.

'註3)判定欄の × ほ.(什芸でない の略.(以

後も同様)

1期と退院｢矧場性例に著明であることが認めら

れた｡

1 治療 日数ならびに経過日数

その状況は第10表の通 りである｡疹o)発lLか
らその治癒に至る経過 日数ほ,第 1期に短 く,

第 2湖,第 3期に至るほど次第に長 くなってい

る｡入院後治癒に至る治療 口数は,第 1期.節

2期は同不円空で,第3期は伴かに長 く, 30.9-

40.3｢]であった｡ マファルゼ ン不使用例につい

てのみ計持した結果,その治療 日数は反って全

平均値より短かった｡マフTルゼ ン不使用例に

は,長期治療を要する難治例を含まなかった結

果であり,また治 りに くい場合には,途中 から

マファルゼ ンを使用 した為であるっそれに して

も,第 1期,第 2期発疹の自然治癒傾向が相当

高度であることは否定できない｡
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1V 総括および考察

考察に当ってまず念頭にお くべきは,検査対

象131例のうち129例までが売春折であったこと

である｡このことは性病感染機会が極めて多い

ことを意味するO焦姐ならびに街娼の感染機会

に関する調査としては,本調査と同時期の1947

-1950年に,同じく京都の集娼394例,街侶315

例について行った著者の調査が当時では唯一の

ものとみなされる｢それによると1)･2)･3),街鋸

はおおむね 1日1人,集姐は 1日平均 3.54人,

最高20人の遊 客に接することとなる0-万各種

のノ'こ春帰 集団における性病性患率の報告は極め

て数多 く,1923-1959年の問に出された 130の

報告'-を 許者が総括 した結果によると4),栴毒血

了1-反応陽性率および淋菌陽性率は,

菜団汚W ,19雫E2-939.0㌔ 1059,00,F979/,bJlP%9以上1
姑 170 31 45 55

娼 62 21 22 17

31 8

1 1

姐 90 31 32 23 4 0

姐 35 22 8 2 2 1

であり,軟性下栢:発見率は 0.1-8.0%,フライ

反応陽性率･は0-26.2% である〔 亮春 帰 の性病

催患率は,戦後とくに1950'rF･頃からfiUL成してお

り,また同 一時期でも,地域削,身分別 の差が

著しく,同 じ某団でも,検査の条件 と方法の違
いによって Jt差の生ずることは,かつて著者の
明らかに した通 りである5)･6)｡ 本調査と 同時

期の1948-1950年に,同 じく京都のノ渠狛ならひ

に街娼延べ 55,085名について 行った著者の 調

査成絹では1)-4)･7), 梅毒血清反応 陽性率は,

渠侶29.3-57.6%,街狛16.6-21.9%,淋菌陽性

率は,集狛38.2-70.0%,街娼23.2-32.5%,陰

部発疹発見率は,集狛 0-7.1,%,街姐 3.4-5.7

,),,であり,陰部発疹を発見 した 149例における

フライ反応陽性 率 は,集姐11.1%,街娼4.8%で

あった｡ これに比 して本調査における栴毒血溝

反応陽牲率は84.0%,淋菌陽性率は 57.7/GFo',フ

ライ反応陽性率は 12.2%で,鋸症を伴った亮春

帰 は,梅毒においてはもちろん,他の性病にお

いても,一般の売春帰よりさらに高度の感染機

会にさらされてきたことが窺える｡
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第 8表 梅 毒 血 清 反 応
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0(12)
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9(10)

1.4-1.3

1.1-1.2

0.7-1.2

2.6-2.3

2.0-2.8

2.8-1.5

3.3-3.0

1.3-0.5 (5)L2.4-1.6

2.0--2.01 (3)

＼､一ノ7(71l,31

0--
O(8)

2.7-2.7

1.4-- 0

0.3--0.5

3･5-2･4 (7)i2･3-1･7i (8)I2･1-2･3

2.6-2.4i91'i2.0-1.8巨113)i1.7-1.6

(註) 陽伸度平均値は,鼎-4,≠-3,+-2,

このように感染機会が多いことは,次の 2つ

の点で重要な問題を提起する｡その第 1は抑 盛

染,重感染の問題,第 2は混合感染の問題であ

る｡

再感染,重感染の可能性については,Finger,

8),Riecke9),Kolle10),Stokesll)等の成 書 に記

されており, 日本では,松本12)･13) ならびにそ

の教室の吉田14), 加藤 15), 加藤,井関 16),美

斉津17),七五三18),小林19)をはじめ,谷ならび

にその教室の斉藤,丹田,扇内,相川20)～25)や

八井田26),茅野27),太藤,阿部28)の実験梅毒に

おける研究が発表されており,その結論を総括

すると,次の通 りである｡①初感染早期から免

疫状態が招来されて,次第にその程 度 が 増 加

し,一定の時期に最高に達する｡②免疫家兎の

lrll清 には免疫物質があり,受動免疫 も軽度なが

ら証明できる｡③重感染,再感染の成否は,接

±
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第 9 表 静脈･骨髄別侮品 鋸fEJJ.反応陽性皮平均情
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る高率に存在 し, しか も既往症を有する12例申

6例において,その発疹邦が既往の発疹 と同一

.･'/715であったことが明らかにされた〔以上の甘美

は, 再感染, 屯感染, さらには再 感染を契機と

す るl日病渠の再燃等の存在を示 していると言う
ことがで きるであろうへ さらに第 1期疹におけ

る疹の多 発例が 23.2/rJ,J/に及ぶ ことも, こCJ)問

題 を論議す る上に一つの根拠を 与えるものであ

るへことに疹の多発 した13例申 8例が入]3'J;i後の

続 発である点は,転移感染の根拠 となる｡ この

ように第 1期患者の多 くが,初感染と L十うよ り

む しろ再感染,市感染 と考えねばな らぬと言 う

ことは,上目<の病 理組織′､f'ィ再, または血液ノ､1-I:的

考察の一t'打出二とつて, と くにLit要な こ と で あ

る｢

しか しこれ らの事実は何れ も第 2の問題,す

なわち混合感染の頻度の高 さを考慮す ることな

くして論ずるな らば,非常な危険に陥る可能件

がある〔類似 した既往症,多発あるいは続発 し

た第 1期疹には[日月 Lも,梅毒 と他の性病 の混合

感染あるいは引続 く触Lld.感染の 可能性が否定で

きないからである二 車実調査対象となった症例

申第 1期栴毒の 48.4鬼 が淋菌陽性, ま た その

2.6?o/が フライ反応陽性を示 してお り, また 歌

作 下府の753rjoと第四性 病 の22,00が入院時梅毒 血

浩反応陽性を示 していた｡また第 1期梅毒症例

申 3例に鼠握 腺 膿 行泌が認められたが, これは

軟性 ド軒 または第四性病に必 発の症)伏で, これ

らの梅 毒-の合併を考え させ るものである｡

疹の発fL:_部位,敬,人いさ等の検索成績は,

渡辺叫 その他にみ られ る報告 と 人差がない〔

ただ第 1期疹の発見は,疹の発狂部位によって

多少の遅速があるように思われるO また第 1期

疹 と第 2期疹 とでは好発祁付を異にするo さら

に第 1期疹ほ, 再感染∴ TT-I.感染を思わせ る多発

例が相当あるが,第 2斯,第 3期疹が存在す る
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第 10表 治療日数と経過El数

期

期

期
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初

中

後

′j

-I

帯

内
訳

治 療 日 数 l経 過 日 数

(検 数)】平 均 値l(検 数)

(54) ど 32･3日 40) I
)
＼､
ノ

＼1.ノ

1

8

5

2

1

1

/̀J
′)
′＼

喜67:日 壬喜三

33.5 (12)

平 均 値

41.1

34.1

43.7

47.1

EiiZI
24′t＼期2罪

/ノ

＼し

内

訳

第

の

軽

中

高

そ

3

皮

等

度

他

期

30.9 (38)
(

22.4t (8)

31.Ot (10)

(12) 41･6弓(12)
(8) 30.3】 (8)

40.3j (4)

軟 軒下 軒 l (8)1 30.31 (5)
第 四 仲 店 F (9)

計 F(117)

マフア
ノレゼン
不使用
例

37.31(91)

第 1期 (12) 28･5

第2期 (7) 24.1

竺

竺

34
･
8

6

(註1)治療日数は,入院後発疹 (顕症)が消失する

までの日数

(註2)経過日数は,治療日数に発疹後入院までの日

数を加えた放

時,第 1期様発疹を発 した例は 1例 だけに過ぎ

なかった｡すなわち第 2期,第 3期 で は 再 感

染,重感染が起 りに くく,もし起っても,その

発疹は,成書 8)･9)･12) に記されているごとく,

初期硬結の形をとらぬ例が多いもの と思 わ れ

る｡

淋巴腺の腫張は,発疹に続 く梅毒の第 2の症

候である｡淋巴腺の腫張に気付いた時期が,節

1期では平均 1.4日,第 2期では 6.0日だけ発疹

時期より早かったのは,局所の硬結よりも横症

の方が自覚 されやすかったためと思われる｡ た

だ し横疫の自覚を持った者は第 1期では59%,

第 2期では25%に過ぎなかった｡とくに自覚的

な淋巴腺腫張が第 2期に少いのは,腫張が多少

とも第 1期より引続 くためであって,第 2期で

は,発疹とともに淋巴腺の腰張は多少増加する

が,その後一方的に縮小する｡他覚的には本例

においても,第 1期の74%,第 2期の75%に腫

京大姑研紀要 第8巻 第3号

張が認められた｡ これら下府に伴 う横症の発生

は,Neumann,渡辺30) 等によれば,ほとんど必

発の症状とされている｡Bassereau,Fournier,

Turati等30)は何れも淋巴腺膵 張を伴わない第

1期疹を認めているが,その総てが全症例の10

%以下に過ぎないものであった｡ しかるに本調

査例では,著明なす揮張を伴わない例が多数に存

在 した｡入院前すでに駆梅療法を行っていた例

が調査対象に含まれていたことの 外 に, 再 感

染,重感染が多いと言 うことも渡辺31),谷,棉

川32) の草炭告から推 して, 横疫の発生が 目立た

ないことの原因として挙げ得 るであろう｡第 3

期では淋巴腺腫張を見なかった｡

スピロ-一夕 ･パ リダの検出が梅毒の診断に

重要な意味を持つことはもちろんである｡検査

を精密に行えば,その陽性率を増すであろうこ

とは想像に難 くないが,比較的簡単な疹分泌液

の晴視野鏡検による成績では,第 1期の50%,

第 2期の62%にスピロ--タが検出された｡菌

の検出成績には疹の表面の性状も関係する｡

梅毒血清反応は,その反応の特異性の疑わ し

いままに実用化されてきたことは周知の通 りで

ある｡最近 Pangborn33)-35)によって反応抗原の

純化 が達成 され, 日本 でも多数 の報告 におい

て確かめられているごとく36)～47), 反応 白体の

正確性,鋭敏性はさらに増加 したのであるが,

その反応とスピロ-一夕 ･パ リダ感染との本質

的な関係はなお明らかでない｡何れに しろ梅毒

血清反応は非特異的な反応を多分に含むもので

あって,そのために各反応の優劣に関する多 く

の議論が為されてきた｡上記の報告に,1929-

1958年の問に出た各方法の優劣に関する19報告

48)～66)を加えて総括すると,鋭敏性では沈降反

応がWに,正確情三ではWが沈降反応にまさり,

村田,M問では,鋭敏性でも,正確性でも大差

がな く,Wとの一致率では,村田がMにまきる

と言 う結果になる｡本調査と同時に同 じく平安

病院検査室において行った延べ 15,456例 の 検

査成績を総括すると4)･5) ,W は陰陽問の 区別

が最 も明らかにLlj,何れの反応との相関係数も

比較的高 く, しかも治療による変化 を よ く示

し,その正確性が最 も高かった｡これに対 し,
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村 田は治療による変化を最 も鋭敏に示 し,かつ

Wとの相関係数が最 も高い点に,北研法は鋭敏

性が最 も高い点に,Mは鋭敏性が村田にまさる

点に,それぞれの特徴が見出された｡そ して 1

つの反応だけによる場合は,誤 まりをおかす危

険性が大で,判定には 2つまたは 3つの反応を

実施 して,綜 含判断すべきであると言 う従来の

見解に一致 した成績を得た｡その意味で本研究

における血清反応は,Wに他の 2反応を併せて

実施 したことは既記の通 りである｡

さて著者の得た症例中第 1期患者52例 につい

て検査 した成績では,その 65.4%が入院時既に

血清 反応陽性で,入院時陰性18例ri112例は入院

中において陽性に転化 した｡ 根岸 67),野 原 68)の

実験的家兎梅 毒または初期梅毒患者における成

績では,血清反応の陽性転向 は感染後人略30日
で起 るとされ,中 村その他69)は梅毒患者では 3

-4週Pl.],'表兎では2週間が多いと報 じている｡

著者の症例は亮春婦と言 う職業柄,その感染時

期は不明であったが,下貯光井二より入院までの

口数は平均10日であった｡ 成書 8)-12)の記載や

渡辺の報/i-･30) では,感染から下府発ti:_までの

第 1期潜伏期はほぼ20-30日と思われるものが

多数を占 めているのであるか ら,評者の症例で

も初感染後40日以内にその大半が血清反応の陽

転を起 したものとみなすことができ る で あ ろ

う｢第 1期の血清反応陽性率は,吉田58),長谷

川63) の服ずる数値との問に大差を認めないが,

松浦その他,渡辺の報普 30) よ りはるかに 高 い

数値であるて第 1期における反応陽性率のこの

ような違いの原因としては,jti感染が考慮 され

ねはならぬであろう｡第 2期におけ る 陽 性 率

は,入院時94%,入院後の陽転者を 含 め る と

98%に達 し,渡辺30), 吉田58), 長谷川63) によ

る報告 とほぼ同値である｡第 3期患者の陽性率

は,入院時75%,入院後の陽転者を含めると100

,%となる｡一般に第 2期以後のill7i症梅毒患者で

は,ほぼ全日において血清反応が陽性であると

認めてよいであろう｡

骨髄血 と静脈血における血清反応の差を検討

した結果,Mが静脈血においてより強 く反応 し,

骨髄血との差が第 1期患者および退院時陽性者
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において著明であった｡元来抗体は免疫発生の

初期には抗体産生臓器に多いが,その後血清内

抗休が増加す るに従って臓器内抗体が減少する

70)といわれている｡ そ して伊藤 その他71)は家

兎梅毒において,淋巴液における反応の陽性度

が血清におけるそれよりやや低いことを報 じて

いる｡ 今回行った著者の検索結果より,直ちに

抗体産生の場所 と推移を推断することは余 りに

も不備であることを免れないが,骨髄における

反応物質を検出 して, これを血液のそれと比較

した実験は未だな く,両者における反応物質が

ほぼ平行 して消長することを示す成績を得た今

回の車.=rHlJ--は,梅毒の病理を論ずるアレルギー学

的立場を僅かなが らも強化 したものと言 うこと

ができるであろう｡

第 1期患者申 マファルゼ ンを使用 しなかった

症例は,何れ も血清反応の陽性を持続す るか,

あるいはその陽転を認めたのであるが,マファ

ルゼ ンを使用 した症例では反応陰性に留 り,あ

るいは陰転を来す ものを多数に認め得たのであ

る｡すなわち梅毒血清反応は初感染後 自然の経

過に従えば約30日程度で陽転 し,その陽性を持

続す るが,その血 清反応は比較的治療に影響 さ

れやす く, ことにマファルゼ ンの使用によって

その陽転が妨げ られ,あるいは比較的簡単に陰

性に転化す るC これに対 し第 2期梅毒の血清反

応は安定 してお り,著者の得 た48例 中93.8%

は陽性で,入院後梅毒治療の有無に か か わ ら

ず,そのほとんど総てが反応陽性を持続 したO

第 3期梅毒でもほぼ第 2期 と同様の傾向にある

と言うことができる｡著者の得たマファルゼ ン

使j剛こよる梅毒血清反応の陰転率は,著者に先

立つ諸研者の提出 した報/iJ･72)-80) よりやや劣っ
ていた｡ これはマファルゼ ン使用量に関連する

と思われ るが,著者は他の報告-一者の約半量を使

用 したに過 ぎなかった｡

病 巣分泌液の pHの検索 も,病巣の治癒経過

を知 る一助 となす ことができるであろう｡著者

の pH測定は比色張紙によって行われた のであ

って, この方法は pHの絶対値を示す ものとは

言いがたいが,病症の経過を追ってその値を検

討す る時は,或種の傾向を窺 うことができるで
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あろう｡炎症と組織 pHとの関係に関 しては,

Schade81)以来,円本でも若干の報告82)~85) をみ

ることができるのであるが,同じ比色臆紙を使

用 した島田の成績86)では,急性炎症時は他の報

告と同様酸性で,病症が慢性となり,さらに治

癒に傾けば次第にアルカリ性に転化する｡これ

らの成績は第 2部で述べられる組織像との関連

において考えねはならず,アルカリ性の淋疾性

分泌液 87)･88) による汚染の可能性も念豆則こおか

ねばならないが,得 られた pH値の相違からす

れば,第 1期疹より第 2期疹において急性,港

出性であることが想像される｡第 1期疹中血清

反応の陰性陽性両群の問でその pH値を比較 し

たが,殊更な相違を見ず,またその初期, 中 期

の問でも差を認め得なかった｡

以上著者の得た症例を ま ず 臨 床 的 に 調 査

し,得られた結果から研究対象となった症例の

backgroundをなす諸条件を検討 した｡著者の

症例の最大の特徴をなすものは,それらが何れ

も感染機会の極めて高いものであったと言うこ

とに由来するもので,第 1期症例における発疹

数の多いことと疹の続発すること,さらに既往

に梅毒様症状を有する例の多いことも,症例が

特殊な集団より得たものである結果 と思 わ れ

る｡何れにしろこれらの条件は,以下で述べら

れる諸検査の意義付けを為すに当って十分注意

されねばならぬことである｡

疹の発生に伴 う横症の出現は,いわゆる Co-

rnnetの法則に従うもので,第 1期において は

結核症 に おける Rankeの PrimareKomplex

に相当するものである｡初感染に伴う横症の発

生は,Neumann,渡辺30)等によればほとんど必発

の症状であるとされている｡Bassereau,Four

nier,Turati30'等は何れも多少の淋巴腺腫脹を

伴わない第 1期疹を認めているが,その総てが

全症例の10%以下の例外例に過ぎないものであ

った｡ しか し著者の検索 した対象では,第 1期

疹に淋巴腺腫を伴わないものが26%の多きに達

していた｡この事実を見ても著者の症例の第 1

期疹なるものが,既往に梅毒症を,またその治

療の経験を有 し,さらには予防的な注射が実施

されていること等が原因となって,相当変形さ
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れた様相を示すものであることが知られるので

あるO先に述べたように結核の第 2期はその定

義の極めて不明確なものであって,これを梅毒

の第2期と比較することはできないが,Ranke

が第 2期と称 したものには,第 1期に引続 く淋

巴腺腫を伴っているものが多いと解 してよい｡

これに反 して梅毒の第 2期では,一旦消失ある

いは縮小 した淋巴腺腫張が再腫脹するもので,

第 2期における淋巴腺の関与が明瞭である｡た

だ しこの淋巴腺は,第 2期疹の発生部位の関係

上,第 1期に曜患 した淋巴腺と同一部位のもの

であって,また第 1期に腫脹 した淋巴腺がその

まま第2期に引続 く場合もある｡ したがって第

1期の淋巴腺腫脹が疹に続発することは疑いの

余地もないが,第 1期の淋巴腺腫脹と第 2期疹

との閑果関係は不明瞭で,何れが因となり異と

なるものか,今回の検索では明らかにすること

ができなかった｡第 3期梅毒に淋巴腺関与のな

いことは第3期結核におけると同様で,Ranke

の言うように,第 3期は免疫の完成があるもの

と解 してよいであろうか｡この点に関 してはな

お章を追って論ぜられるであろう｡

梅毒血清反応と梅毒感染との関係に関 しては

多数の報告があるO両者の関係は本質的になお

明らかでないとしても,その反応が梅毒感染に

由来することばほぼ確実で,これらのニー酎青は結

核症におけるツベルクリン反応と一脈通 じるも

のがある｡ただツベルクリン反応陽性率がほぼ

感染率を示すのに対 し,梅毒血清反応のそれは

感染率より低い値を示すのが普通で,その極端

な場合を例にとれば,第 1期の血清反応陽性率

として松浦は43%,渡辺は34%30)と 草炭じて い

る｡これに比 し著者の検索例では,入院時すで

に65%の陽性成績を得,その後入院中に陽転 し

た12例を加えれば88%が陽性成績を示 したこと

になる｡この点でも著者の症例は多少特異性を

持ったものである｡第 2期,第 3期の患者にお

いて血清反応陽性者が90%を越えた点は,この

血清反応が梅毒感染後期では比較的安定 した陽

性成績を示すものとなり,スピロヘータ ･パ リ

グの多寡に関係なく,その疾病の進行に或種の

相闇を示すものとなったためである｡進行 した
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梅毒においては,治療の成績と閲係なくこの血
清反応が残存することも,一旦発生 したアレル

ギー状態が組織において安定 した往化′､円内機能

を宮むに至っていることを示すもので,かかる

状態が組織において形態学的にいかなるものと

して現れるかと言うことが問題として残ること

となるのであるが,こ0)点に闇しても章を改め

て】;Ll載するo

V 結 論

京都市ならびにその近郊における亮赤帰の性

病検診を行い,平安病院に入院加療 した 131名

の患者について臨床的な諸検査を実施 し,次の

成績を得た｡

1) 性病催患率は,梅毒血清反応陽性者 84.0

餐,淋菌陽性者 57.7%, フライ反応陽性者12.2

%であった｡

2) 損症頼義患者は,その74.0%に過去にお

いて梅毒様症状の発生が認められ,その一部は

l里感染,あるいは中点染を思わせるものであっ

た ｡

3) 第 1期疹は,多発するものがその 23.2%

に認められ,また入院後疹の続発 したものが多

発例中の 61.5%に見られた,第 2期疹は,多発

する場合が普通で,甲究例は少い｡

4) 横疫は第 1期の 74.0,%に続発 し,第 2期

ではその 75.0%に淋巴腺腫脹が認められた｡ た

- 39-

だ し構症廿辻の率は,第 1期が 58.8写であった

のに対 し,第 2,ig]は25.0%に過ぎなかったO第

2期における漬症のf′fJriIが少いのは,その淋巳

腺酢最が第 1用に引続 くためであるO 第3‡頼二

は淋巴腺腫脹が見 られない｡

5) 梅毒第 1期の 19.6,%,第 2期の25.0,%,

第3期の 25.0:Do/に合併症の発生をみたが,この

合併症には淋叛を含まな い ｡

6) スピロ--タ ･パ リグの検出率 は,第 1

期疹では 50.0('t;,第 2期疹では 62.5,%で,第 3

期疹ではその存在を認めなかった0

7) 病巣分泌液の pH は平均 して,第 1期で

は 7.6,第 2其冊宴では7.0,(第 3期のそれは8.0)

であったC

8) 入院時柏貢毒血満反応陽性率は, 第 1英日6

5.4/'/r/,第 2期 93.8,00',第3期75.0,%で,入院後

第1親症 例には反応陽転者多数を兄 その陽性

率は88.5% に連 したが,一方治療によって,入

杭町陽性患者の 38.2%に反応の陰転するのが認

められた｡これに反 し,第 2期,第 3期では,

反応が安定 して,入院治療によってもその陰転

を認めることが少かった｡

9) 静脈血液も骨髄 血液も,その梅毒血清反

応 は ほ ぼ 同様だが,ただ Meinicke反応のみ

は,拙派血の万が骨髄血より陽性率 が 高 か つ
_/-
qー=i'
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第 2部 梅 毒 病 変 病 理 組 織 学 的 検 査

Ⅰ 序

梅毒病変の病理組織学的検索は,すでに古 く

19世紀において各方面より為され て お り, そ

の病変の概略は成書8)･9)･12),89)に記載 されてい

るところである｡ しか し,第 1期疹及び第 2期

疹と附随する淋巴腺の病理組織学的検索は,そ

の詳細を記載 した報告をたずねれば比較的少い

様である｡第 1期疹である初期硬結についてこ

れを求めれば,古 くは Unna90),Ehrmann91),

Benda92) 等の報告があり, 又, 我が国では渡

辺30)の報告を挙げることが出来るであろう｡こ

れらの巾でも,渡辺が松本教授のもとで行った

初期硬結の検索は63例65病巣におよんでおり,

各例の臨床経過と併せて吉己載されている詳細な

病理組織学的検査成績は,これに比肩する研究

を他に求めることが出来ないほどで あ る｡ こ

の渡辺の検索を最後として,詳細な臨床病理学

的研究を行った報告をその後見ることが出来な

いのであるが, 著者は第 1部に記載 した 131例

の患者のうち,32例の初期硬結,22例の第 2期

疹及びそれらに附随する淋巴巣病巣を摘出し,

これらを検索する機会を得た｡著者の得た症例

は総て売春婦であって,その感染頻度の多いこ

と,混合感染の多いこと,すでにある程度の梅

毒治療薬の投与がなされた経験を持つこと等に

おいて,先の諸研究者の報告例とは,いささか

異なった臨床歴を有 している｡そのため,得 ら

れた病理組織学的所見においても,これを純粋

な初感染巣と見る他に,重感染,再感染等とみ

なさねばならぬ場合もあって,この点でいかな

る特殊な病変を期待 し得るかと云うことが著者

の興味を引くのである｡

第 1期疹に附随する淋巴腺腫張の病理組織学

的検索は,わずかに豊田93)の報告が見 られる程

度で,従来は第 1期疹に合わせて附加的になさ

れているものが多 く,その詳純な検索結果は比

較的少いものである｡前記渡辺の報告に見 られ

る淋巴腺の記載 においてすら, わずかに淋巴

球,形質細胞の増殖を報告したにとどまってい

る｡従来なされた諸家の報告を通覧すれば,初

感染淋巴腺腫張の 原因 として 挙げて いるもの

は,これが初感染巣と同様に,侵入 した病原菌

に対する組織反応であろうと推測するにとどま

るものであって,淋巴腺腫張の細胞学的検索よ

りも,む しろ病巣におけるスピロ-一夕の検出

にその主な努力が払われているものが多い｡こ

の点においても著者の意図するアレルギー論的

な考察には尚不充分な記載であって,著者は自

らの方法によって著者の症例を取りまとめ,記

載 したいと思うのである｡

第 2期疹の病理組織学的検索については,成

書に簡単な記載があるのみで,参考にし得 る様

な文献は極めて乏 しい｡その内,蓄夜疹に関し

ては同じく渡辺94)の記載 した22例の組織学的検

索結果の報告があり,著者の渉猟 した範囲では

これが唯一のものであった｡さらに,偏平コン

ジロームに至っては,今世紀における信頼 し得

る報告に接 しない｡偏平コンジローム,各18例

を検索する機会を得た著者は,これ等の18症例

を入院経過の内に観察 し,治療によるその疹の

経過状態に合わせて疹の一部を切除 して組織学

的に検索 し,全身的な病期の上から第 2期疹の

細胞学的な位置付けを試みようと考えた｡以下

各症例ごとにその経過を記載する｡

Ⅲ 検 査 方 法

第 1部に記載 した全症例の内,第 1期疹を有

する32例について,入院当初化学療法の施行に

先だって,病巣の一部を切除 し,これを病理組

織学的に検索 した｡残余の疹はその後の入院経

過に従って, その消失, あるいは変動を観察

し,必要あれば再びその疹を切除 して,先に切

除 した病巣と比較 した｡

第 2期疹は多発するものが多いので,その一

部を切除 して病理組織学的に検索 した｡残余の

疹は残 して治療による変化を観察する材料とし

た｡

鼠握部淋巴腺の病理組織学的検索は,その腫

脹の著明なものについてこれを行った｡数個の



昭和35.3

淋巴腺腫を有するものについては,出来るだけ

多 くの淋巴腺を切除 して,初感染巣より隔たる

に従ってその病変が,い かに変化するかを,検

討 した｡検査 した淋巴腺は第 1期疹に附随する

もの13個,第 2期疹に附随するもの3個であるO

以上の第 1期第 2期疹の他に,第 3期に相当

すると思われるゴム腫性の潰疹 2例,さらに軟

性下狩,第四性病,あるいはこれ等と梅毒との

混合感染によると思われる横症 の 7例 につい

て,その病巣を切除 して病理組織学的に検素 し

た｡

以上述べた各病巣の病理学的検索としては,

切除材料をパラフィン包埋切片とし,-マ トキ

シリン･エオジン染色と鍍銀染色とを併用 して,

BP,項数鏡下に観察 したo

m 検 査 成 績

a.初期硬結の病理組織学的検索

初期硬結を臨床的に a)硬結を主症:伏とし,

まだ潰癌を伴わないもの21例, b)潰瘍を伴っ

た硬結18例, C)濃霧を主症状とし,硬結の目

立たな くなった13例の3群に区別 した｡ 第 1部

で述べ られた諸検索も,この分類に従って初期

硬結を区別 したもので, 臨床経過 によれば a

より C に至るに従って, 次第に遷延 した初期

硬結を示すものと理解することが出来る｡これ

等の症例のうち,病変部を切除 してその初期硬

結の組織像を検索することが出来たものは,a)

14例,b)9例, C)9例の計32例である｡これ

等は総て肉眼的な変化を主として病変を分類 し

たものであるが,これ等を鋸徴鏡下に検索する

と,潰湯なしと肉眼的に判定された病巣も,n'i

徴鏡下に潰湯が認められ,或は甚だしきに至っ

ては2期或は 3期-の移行期にあると判断され

る様なものもあって,臨床的な分類を宙ちに病

期に関する分類として容認することが出来ない

と云う結果を得た｡これは検査対象の特殊性に

よるものと考えられ,殊に患者の感染機会の高

いこと,その既往の疾患による痛変の修飾等が

その屯要な原因を成すものであろうと推察 され

る｡よって著者は先に行った臨床的分類を,iLf

に病理組織学的な知見の補足のもとに次の如 く
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分類した｡

Ia) 入院時梅毒血清反応陰性又は矧場性,

其後入院経過中に血清反応の陽転が確認出来た

初期硬結｡その硬結は潰癌を有せぬか,もしあ

っても比較的新鮮なもの｡

lb) 入院時血清反応が略々陽性,其後反応

の動揺が認められる初期硬結｡もし硬結に潰癌

があれば比較的陳旧性｡

Ic) 入院時血清反応は強陽性｡併 し血清反

応は治療によって減弱する｡その初期硬結に潰

塙があるときは塵痕性｡

以上の分類に従って,先に臨床所見より区分

した症例の再分類を行うと次表の如 く整理され
∫_
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(1)例は軟性下肺と区別が紛らわしいもの

laに属する初期硬結の 組織像 に 特 徴 的 な

点は,表皮における有煉層の肥厚と真皮及び皮

下における非特異的な炎症である,表皮の有煉

紙抱の増殖は著 しく,一部浮 腫性に細胞間が解

離 し,多核球を主としこれに淋巴球を混じた海

山細胞が,育煉細胞間を遊走しているのを認め

ることが出来るC有煉細胞の増殖に比べて禍突

起の伸展が少いことが特徴である｡真皮の細泡
浸潤は子林巴球,好 中球,里.成,組織球等で,ま

だ形質細胞を認めることが姶んどないot細J/[-/;:･

は多少増殖 し,その内皮細胞膨化,栓粟等の変

化を認めるが,一般に変化が少 くて,血胃周囲

に特異的な細胞浸潤を認めることもないC即 ち

一般によく見かける肉芽の増 殖に一致する｡た

だ淋巴球浸潤が多い点のみが多少特徴的と言え

るであろう｡ この様な初期硬結の 1例を写真 1

及び 2に示 した｡ この 例は入r,1■誹寺血清反応陰

悼,入院時大陰唇と陰核に各 1偶の初期硬結を

認め,その陰核に発生 した硬結を入院当日切除

し,更に12円後大陰唇硬結を切除 したO第2回



- 42-

日の切除時には W 強陽性,村田も陽性を示 し

ていた｡写真 1,2は前者,写真 3,4は後者

の組織像を示すものであって,両者の問に殆ん

ど差異が認められない｡僅かに後者において網

突起の伸展が著 しく,毛細管の拡張増殖が強い

もののようであった｡両者とも何れも標本の一

部に潰癌が存在 し,そこでは癒痕性に伸展 した

線維細胞の増殖が血管内皮の伸展と共に認めら

れた｡

写真 5は潰癌の著 しい 例を 示 したものであ

る｡これは入院時梅毒血清反応陰性で,入院 8

日後W弱陽性になり,30日後にはW,M,村田

総て強陽性に変化した｡入院時宮口右に認めら

れた栂指頭大の硬結を2日後に切除 して得た標

本の組織学的所見は本質的には先の例と異なら

ない｡表皮有疎層の肥厚,表皮,真皮における

細胞浸潤も同様で,断裂 した潰痘面に線維細胞

の増殖による軽度の癒痕様変化が窺える｡

写真 6及び7に示された 1例は 1ケ月前に右

大陰唇に下府あり,入院時W強陽性,M,村田

弱陽性であって,入院後12,19両 日に艦口左右

に硬結を続発 した｡標本は続発疹を15日目に切

除 したものの一部であって,この時既に血清反

応はW,M,村田共に強陽性であった｡組織学

的には真皮における血管壁の肥厚が Iaの例に

比べて僅かに著 しく,所によっては扇平コンジ

ロームを思わせる湿症を示す部位さえ認められ

る｡浸潤細胞の多 くは好中球,それに少数の淋

巴球,単球,組織球を混じており,僅かながら

形質細胞の出現が認められ,写真では明らかで

ないが,増殖 した組織球,線維芽細胞の癒痕性萎

縮があり,また血管及び淋巴管,殊に淋巴管の

著 しい拡張を認め,その中には僅かの溶出細胞

を含有する｡即ち,この病巣は初感染に引続 く

初期硬結とは言いながら,その組織学的性格は

多分に再感染巣或はアレルギー獲得後の梅毒疹

の様相を呈 している｡

写真 8にみられる例は3ケ月前膿口に下狩あ

り,入院時には陰唇後連合に潰癌を伴った魂豆

大の硬結が認められた｡従ってこれ又再感染巣

と見なされるものであるが,入院時の血清反応

は陰性で,入院 7日後病変切除時に全血清反応
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は強陽性に出現 し,退院時まで反応の減弱をみ

なかったものである｡組織学的にはAcanthosis

綱突起の伸展,有棟細胞内への好中球の浸潤が

表皮に認められ,真皮には細血管を中心に好中

球が浸潤 し,時に栓塞を招来 し,又翠球,淋巴

球と混じて多数の形質細胞をみる｡ 即ち 同じ

Iaに属する初期硬結でも再感染巣に相当する

ものでは,更に後期の病変と相通ずる変化を示

している｡

Ibに属する初期硬結は, 組織学的 には Ia

のそれと大差がない｡ 先ず Iaと Ibとの中間

に属する症例について記載する｡写真 9に示さ

れた 1例は肉眼的に潰癖が認められず,臨床的

に Iaに分類されていたものである｡入院時W

のみ弱陽性で陰唇後連合に魂豆大の硬結 1個を

認めたもの｡入院後 3日目に硬結を切除 し,25

日後退院時にはW,M共に陰性,村田のみ弱陽

性であった｡組織学的には Parakeratosisが認

められ,有棟細胞の増加がある｡真皮の細胞浸

潤は主として淋巴球,他に少数の好中球,組織

球,単球が存在する｡真皮中の血管の変化は極

めて少いが,その一部に療痕様となった線維細

胞増殖部が認められ,かつての潰場の存在が明

らかである｡

写真10及び11に示された 1例は,臨床的に第

1期後期として分類されたものである｡組織像

をみれば組織の線維化が著明でな く,従って軟

かい肉芽を有する病変で,この為後期に分類さ

れたものと思われるが,その血清反応は入院時

村田のみ陽性で,Wはまだ陰性｡入院20日以後に

おいて血清反応は何れも強陽性となったもので

ある｡従って時期的には Ib初期の病巣と推察

されるものであるが,写真10では幼君肉芽を伴

った潰瘍が認められ,写真11では表皮綱突起の

真皮内迷入,或は禍眼形成が認められる｡その

有株細胞は多少角化傾向を帯び,好中球の浸潤

がみられるO真皮には多数の血管が拡張 して存

在 し,まだその血管壁の変化は少い｡ 浸潤 した

細胞には淋巴球,単球に加えて形質細胞が相当

多数に認められる｡

巽写12の症例は入院時右大陰唇と左小陰唇に

小指頭大の硬結各 1個を有 し,入院時の血清反
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応は村田のみ陽性,入院 9日後病巣を切除 し,

其後Wの陽性転化が認められた｡ 軽度のAcan-

thosisと貢皮及び皮下における細胞浸潤が主な

変化で,真皮,皮下の血管 には栓塞や血管壁の

肥厚が認められた｡又潰癌を巡って癒痕様とな

った結締織が存在 し,真皮の血管内皮及び線維

芽細胞の遊走が著明である｡

写真13及び14に示された 1例も臨床的には第

1期初期に分類されたものである｡併 し組織学

的には,その一部に潰疫があり,また潰癌癒痕

と思われる線維細胞増殖巣が認められ,入院時

血清反応も強陽性であった｡左大陰唇にあった

硬結を入院 3日目に切除 し,入院後34日目には

村田が陰性 (W,Mは強陽性), 入院後60日即

ち退院当日にはM陰性で,村田,W共に疑陽性

であった｡切除標本の組織像は,写貢に示す通

り淋巴球集団と細胞間質の増加を真皮に認め,

好小球は減少 し,既に炎症の消腿が著 しい｡こ

の浸潤細胞中には淋巴球と並んで形質細胞が増

加 し,所 々にこの細胞の小集団を認めることが

出来る｡ 表皮の変化は少 く,其処には細胞浸潤

も殆んどない｡木例は Ibの治癒期にある病変

と推察される｡

Icに属する病巣は 多 く疲痕性 となっ た潰

症,或はかつての潰壕の存在を推測させる疲痕

を有 している｡写真15はその 1例を示 したもの
で,線維細胞の増殖,更にその線維化が認めら

れる｡尚伸展 した細突起が細長 く結締織に埋も

れているのが認められる｡また血管壁の変化も

強 く,小JlLl門 の内膜及び外膜層に細胞の増殖,

腰原の沈着を来すことが多い｡

尚 Icに属する病巣は, その一部に尚細胞浸

潤の豊富な炎症像を示す部位の存することが多

いのであるが,その様な病巣でもまた他の部分

では殆んど炎症が消槌 し, 強い Acanthosisと

真皮の月割戻増加のみを示す病変が出現する｡写

真16はその Acanthosisの部を示 した ものであ

って,この組織像は扁平コンジロームのそれに

通ずるものである｡

以上の他に 1期疹と2期疹との組織上の関連

を示す興味ある数例を記載するOその第 1は旗

日右にある拙指fij;大硬結によって入院 した患者
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であって.入院時血清反応は陰性｡其後 8日目

にWのみ弱陽性となり,30日後には全血清反応

強陽性に転化 したOこの初期硬結は血清反応の

上からは当然 Iaに属すべ きもの と思 わ れ る

が,組織学的には既に潰痘痕痕を有しており,

その血管変化や, 形質細胞出現状況 より して

も, Ib後期に相当する病巣と思われた｡ また

その表皮の増殖も既に后平コンジロームのそれ

と一腹通ずるものがある (写真17)｡従ってこ

の病巣は再燃巣に相当するものであろうか｡入

院16日目, 左小陰唇に掲指頭大の硬結を 発生

し,臨床的にはこれまた初期硬結として分類さ

れたものであるが,その組織像は写貢18に示す

ものがこれであって,Acanthosisと真皮の腰原

増加と合わせて小血管 周囲に殆んど形質細胞の
みよりなる細胞浸潤が認められた｡この真皮の

変化は屡々2期の梅毒疹にみる発疹と同一の所

見であって,血活反応陽転後強いアレルギー状

態のもとに発生する梅毒病変の純粋な形がここ

に示されているものと思われる｡

他の 1例は Ib期の疹に続発 した 再燃巣の所

見を示す例である｡左小陰唇に掴指頭大の硬結

を発 して入院 し,其後20日日に大陰唇に同じく

掴指頭大の硬結を形成 した｡入院時の血清反応

はW強陽性,M陽性,村田陰性で,両続発巣の

切除時にはW陰性であった｡原発巣の組織学的

所見は比較的強い Acanthosisと潰蕩及び細胞

浸潤の強い新鮮肉芽,搬痕化渠等の混在する I

b期の病変を示 していた｡ 続発疹は好中球,輿

班,淋巴球, 組織球等の細胞浸潤を伴う Ia様

疹と,癒痕及び后平コンジローム様表皮増殖を

示す Ic後期病変とより成立 したものである｡

即ち組織上よりみれば,この続発巣は既に存在

した陳旧巣に再燃が起ることにより,初期硬結

が続発 したかのような様子を示 したものと推測

されるのであって, 1人の患者の 病巣が Ia,

Ib, Ic,Haの各病巣を 有 していた点で特に

注目されるものであるo

b.届平コンジロームの病理組織学的検索

第 1部における臨床的検索では,昂平コンジ

ロームを別って a)軽度,b)中fJJufi;,C)高度

で潰瘍を伴 うものの 3群に類別した｡これ等の
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滴変の病理組織学的検索では,初期硬結におけ

ると同様偏平コンジロームのこれ等の分類も,

当を得たものとは言い難かった｡即ち偏平コン

ジロームの組織像は,臨床的なその症状の軽重

に関係なく,ua)幼若型,Ⅲb)成熟型,ⅢC)

老熟型に別つ方が適当と思われるが,この新 し

く分類 した3壬型も勿論本質的な差異を有するも

のではない｡然 しその組織像の変遷は,比較的

よくその症例の血清反応の消長と一定の相関を

示すものの様である｡

Ⅲaとはその皮膚病変が初期硬結との移行を

示すもので,その 1例を写真19に掲げた｡写真

に明らかな通 り,増殖の旺盛な麻細胞が綱突起

の頁皮内伸展或は迷入を示すが,まだその綱眼

形成は著明でなく,真皮には中等度の細胞浸潤

があり,港出した好中球,淋巴球の一部は蓑皮

内にも進入 している｡表皮には亀裂状の潰癌形

成があり,好中球渉出はこれに起因するものと

思われる｡真皮の浸潤細胞の主体は形質細胞が

占め(写真20),この細胞は毛細管または小動脈

の周囲に集団を作る傾向にある｡真皮の結締織

は杓浮腫状｡ 血管壁にも腰原沈着が 認められ

る｡この例の血清反応は入院時 村田のみ 弱陽

性｡入院当日病変の一部を切除 し,入院32日目

にはW強陽性に転化｡臨床的には軽度偏平コン

ジロ-ムとして分類されたものであるが,組織

学的には明らかに潰疫を伴っており,潰蕩形成

の有無で病型を別つことの不合理さは,先の初

期硬結におけると同様で■ぁる｡更に写真21に他

の 1例を示 してお くoこれは tlaでもやや後期

のものであって, 既に Hbとの移行が 窺われ

る｡ 本例は2ヵ月前下狩があり,入院時W強陽

性,其後入院中に他の血清反応も強陽性に転化

した｡この株に Ⅲaに属する症例は多 くは尚血

清反応が不安定で,この意味でも梅毒罷患後比

較的早期に発生 した第 2期疹であると言うこと

が出来るであろう｡

Haに属する病変のうち,口bに併発 した辰年

コンジロームの 1例を示 しておく｡症例は写真

23に nbとして挙げたものと同一で,旺門周囲

に多発 した偏平コンジロームを主訴として入院

した｡入院時既に血清反応は強陽性｡入院 1日
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後に病巣の一部を切除 したが,其後約 1週間し

て右中層に腕豆大 の后平 コンジロームを続発

し,13日後に続発巣の一部を切除 した｡切除時

尚血清反応は強陽性｡続発巣の組織検索では,

Acanthosisと真皮の著 しい細胞浸潤が明らかに

された (写真22)｡ 表皮には軽度の角質増加,

頬粒細胞層の増殖,有株細胞の著 しい増加があ

り,幼若な株細胞の増加によって禍突起が伸展

し,次第に禍限形成に向いつつある様相を示 し

ていた｡真皮の血管は肥厚 して,その内鷹の栓

塞を来 したものが多 く,淋巴球,単球,組織球

に少数の形質細胞を混じた幼君な炎症肉芽の形

成が真皮と皮下に認められた｡

Ⅲb成熟型と称する扇平コンジロームの病型

は,写真23に示すものがこれである｡尚末だ比

較的発育力に富むと思われる株細胞の集合 した

禍突起が真皮巾に 深 く侵入 して 禍眼を形成す

る｡この網眼に囲まれた真皮層は,従って乳頭

の伸展を来 し,乳頭部を含む真皮一帯に形質綿

脈を主とする細胞浸潤をみる｡真皮の細胞間質

が増加 し,また浮腫性の細胞解離も強 くなる｡

衰皮内-の細胞浸潤も存在するが,潰癌形成の

あるときは好中球性の溶出,浸潤が強い｡また

写頁24に示されたところでは,乳頭部の浮腰が

強く,禍突起を圧迫 してその萎縮が著 しい｡写

真23の症例は4ヵ月前梅毒感染による初感染群

の形成を経過 し,入院時の血清反応はW,村田

共に強陽性, 退院時にはW のみ陰性に転化 し

た｡また写真24の症例は2ヵ月前初期硬結を経

験 し,入院時W強陽性,村田陰性｡37日後退院

時には村田,M共に強陽性に転化 したものであ

る｡

ⅢC老熟型は写真25に示すものがこれを代表

する｡即ち網眼をなす梱突起の棟細胞及び基底

細胞は萎縮 し,細胞間の解離が認められ,その

間に浸潤した好中球が点在する｡真皮乳頭部の

浮腫も著 しく,萎縮 した組織球,線維細胞に混じ

て好中球,淋巴球,形質細胞が浸潤する｡殊に

形質細胞は極めて豊富で,写貢26に多数の該細

胞をみることが出来る｡病巣に潰疫の形成をみ

るときは多数の好中球が浸潤 した炎症肉芽が形

成される｡
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甫平コンジロームの最後に入Fもrこ経過のうちに

次々と発疹を来 した 1例に就いて記栽する｡木

例 は肝P｢川,Aj閏に魂豆大より九研rりくまでの后平 コ

ンジロームを多発 して入院 したC入Fr覧2ヵ月前

右構症を経過 し, 1ヵ月前には左小陰唇に硬結

が発月二した｡コンジロームは入院前約10口に目

先 され,入院時の血清反応はWのみ強陽性｡入

院22口後に切除 した病渠は,典型的な lIc型を

示していた｡この時 の血清反応は同 じくWのみ

強陽性.其後左小除塵に指頭大の偏平 コンジロ

-ムが発牡 し,48口目にこれを切除oこの病黒

はT=)に属するものであったO 更に其後右小陰

唇に同様病巣を形成 し,68n後にこれを切除 し

たが,この病巣の 組織像は j:.としてJ]aに属す

るもので,一部に Hb或はHcに属する変化が認

められたOちなみに入院75日後のlhL清反応はW

疑陽性,MLj引易姓,村LL1陽性 と言う成績が得 ら

れている｡

C.第 2期の他の皮膚病変 (lIR)

后 平コンジロームの他に,第 2期には各種多

彩な皮膚 痛変が出現する｡そのうち苦者の検索

対象となった Syphilid の 2- 3に就いて, そ

の組織像を記戒する｡

IJIf-真27は初感染硬結を石する患者o)右足背皮
膚に多発 した丘疹の組織像である｡入院時Mの

み陽性｡入院三15｢1日に疹の一部を切除028日後

の血清反応はW強陽性,他は車等度の陽性成績

を示 した｡ 組織学的な所見としては, 表皮の

軽い Hyperkeratosis, 根 粒層 の増姑 軽度の

Acanthosisがみられ, 線維芽細胞の浸潤があ
るO真皮は炎症の姫痕化を思わせる淋巴球,組

綿球の浸潤,線維芽細胞の増殖があり,問質の

増加が認められる｡

写真28も初感染硬結に伴って発 した全身皮膚

の小丘疹で,赤色に着色｡入院時値 ⊂l左に′J弓主

人の硬結あり｡W,M強陽性,村田疑陽性｡入

rLri9日後全身に発疹をみ,10口目に疹の一部を

切除｡27rj後退院時尚もW,M 強陽性｡ 切除

標本は表皮の軽い Acanthosis,真皮の小血胃周

囲の軽い 細胞浸潤があるのみで他に細胞学的な

変化な く,細胞間質の増加,殊に腰原線維の肥

大増加を来していた｡

-I.-1--

次に示す症例は外陰邦 ･帯に発/卜.した丘疹を

もって入院 したo入院時の血清反応は慮陽性 1

29日後退杭時にはWのみ胤場性,他の血満反応

は桧転 した ｡組織像の特徴はメラニ ンの増加 し

た基底細胞の増殖を合む表 皮掴突起の伸 Il1-と,

貢｢封こおける細胞浸潤であるっ浸潤細 泡は淋巳

球,単球,組織球等で, これに形質細胞が加わ
り,潰蕩療痕を思わせる線維細胞増姉部がそCj)

-邦に認められたっ真皮及び皮下の紺地浸紬 i

血告眉間に多く,細胞浸潤郡が血,'｢'T.=jii･行に拾-_)

て真皮及コご皮下の結合E恒二威痕様に介在する〔

入院後全身に栂指政人o)丘疹を続発したが,そ
の組織には真皮の紳 泡浸潤と伸 ITj,iした拍突起の

禍眼形成が認められ,後期の初期硬結或は爪車

コンジロームと一部相通ずる所見を示 していた

(写真29)A

写真30に示 した 1例は 7ヵ月前 ド粕を細漬

し,[｣の周辺に多発 した小指頂人or)結痴性丘疹

と,肯部に多発 した 褐色斑 とを 持って 入院 し

た｡入院 4｢‖∃に切除 した後者の組織が′[告'日こ

示されてお り,真皮における血J'肯･周囲の限信用:_

細胞浸潤と間質の慣賦 J)L石が苦しいnllil胃周囲

の細 泡浸潤の多 くは形質細泡で (IE打 〔31), 古
に Plasmom と呼ばれるにふ さわ しい所見であ

るっ本例の血清反応は入相号W陽件,19日後に

は強陽性に転化 した｡

d.ゴム腫様皮膚溝療

第 3,1別のrE膚病変に屈するものとして,ゴム

腫様潰場を挙げることが甘来る｡写貢32に示さ

れた 1例:pj:右小陰唇に 潰癌を伴った 2cm ノヾU)
睡暦が発/i:_したもので,臨抹 的 にはゴム腫様潰

癌 として 分類されたもo)であるっ併 しこの例は

入院時血清 反応は総て陰性であ り,46H後W陽

悼,村山弱陽性に転化 したもので, 3期の梅毒

と決定することは疑わ しいo車実写貢32に示さ

れたその組織像は網突起の著 しい伸展を示 した

Daコンジロームの様相を示 してお り, 潰揚周

辺には拡張増殖 した血符と出血の明らかな肉芽

組織があって,ゴム腫株乾酪変性を認めること

が出来なかったO

同 じくゴム腫様潰慶として分類された他の 1

例は,右口角を小心に口層に沿って硬結 と潰疫
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を有するもので,入院時より血清反応は何れも

強陽性,37日後に村田反応のみ櫓減弱が認めら

れた例である｡本症もまた組織学的にはゴム腫

形成が不明瞭で,好中球を主とする細胞溶出が

潰蕩部を中心に認められるのみで,第3期様組

織像を確認することが出来なかった｡

e_横癌の病理組織学的検索

梅毒疹に伴う横疫を切除 し,その病理組織像

を明らかにし得たものは23例30病巣である｡こ

のうち7例 は 第 1部 においても記載 したよう

に,淋巴腺腫に化膿を伴うものであって,これ

等の例は混合感染の疑わしいものであった｡検

索成績を簡単に記載すると次の株である｡

Iaに伴う淋巴腺腫 :感染初期の淋巴腺の特

徴は著 しい芽中心の肥大である (写真33)｡ こ
の芽中心､の肥大は 淋巴芽球の増殖 によるもの

で,これと同時に細網細胞の増加,また時には

形質細胞の出現をみる(写真34)｡この芽中心の

肥大と共に写真33でみられる様に,周囲の淋巴

組織においても多数の淋巴球の増加があり,秩

に髄韓は拡大して全 く幼若淋巴球で埋められて

いるO好中球の出現をみることは殆んどないo

lbに伴う淋巴腺腫 :この期の肥大淋巴腺の

特徴は芽中心の崩壊である｡写真35にみられる

株に,芽中心は浸潤 した淋巴球で純断され,芽

中心として明らかに認め得る組織構造を残さな

い｡所々に 淋巴芽球と細網細胞の小集団 があ

り,この間に多数の淋巴球と少数の形質細胞が

認められる (写真36)｡ またこの期の淋巴腺で

は血管変化が著 しく,写真37にみられる様な細

動腺の肥厚,細胞浸潤や栓濃を伴う細静脈の変

化,淋巴管内細胞浸潤等が各所に認められる｡

Icに伴う淋巴腺腫 :この期の 淋 巴腺 は癒

痕化と形質細胞浸潤を特徴とする｡ Ib期にお

いて破壊された芽中心は未だ現われず,淋巴腺

全般に問質が増加する｡即ち髄索が増加 し,そ

の血管が増殖 してこれに血管内膜細胞,細網細

脂,線維芽細胞が随伴 して淋巴組織に進入 し,淋

巴球は僅かに小集団をなしてその一部に残存す

る｡この淋巴球残存部に,同じく形質細胞が多

数に存在 し,所によっては形質細胞集団をなす

場合もある (写貢38)｡ 芽中心が残存する場合
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にも,淋巴芽球は減少 し,細網細胞が増加 して

しかも細胞は萎縮 し,その線維化傾向が明らか

である (写真39)0

第 2期淋巴腺腫 :第 2期初期の淋巴腺は Ia

の 淋 巴腺 反 応 に類似する｡即ち淋 巴腺の被

膜は厚 く,また淋巴腺の一部に癒痕を有 して,

既往の炎症を示す異常部位を持ちながら,その

一部では芽中心の増殖と,淋巴組織での著明な

淋巴球増加を示 して, Iaと殆んど 同一の反応

を呈する部位があり,炎症の再燃における淋巴

腺反応も本質的には第 1期初期のそれと異なら

ない｡但 し第 1期と比べて形質細胞の出現が著

しく,この点は炎症後期に擬痕形成を示す場合

も同様である｡即ち淋巴腺に広 く形質細胞が浸

潤 し,所によっては形質細胞腫 Plasmom の像

を呈する場合もある (写真40)｡ 第 2期におけ

る形質細胞の出現は,皮膚病変で認め得たとこ

ろと軌を一にすることであるが, しかも尚淋巴

腺においてはこの細胞が更に著 しく反応するも

のと患われた｡

Ⅳ 総括及び考按

著者は売春婦を調査対象として,梅毒感染の

各時期におけるその皮膚並びに淋巴腺の病変を

病理組織学的に検索 した｡そのうち皮膚病変の

病期分類は,臨床的な肉眼所見を基礎にしてこ

れを第 1期,第2期共に3群に別けたのである

が,病理組織学的な検索に当っては,これ等の

分類が当を得たものとは思われなかった｡そこ

で著者はこの臨床的分類を参考とし,他に感染

時期と梅毒血清反応の状態を加えて病変の再分

類を行った｡ この結果以下に述べる様に各病巣

は比較的整然とした変化を示 し,病期に従う病

巣の変遷を解析するのに好都合な結果を得た｡

第 1期のaに分類された病変の特徴は,上皮

殊にその有麻細胞層の増殖と真皮における新鮮

な肉芽組織の形成で,上皮,真皮に亘って存す

る浸潤の主役を 演ずる細胞は淋巴球 であるO

単球,組織球の増加がみられるが,好中球は少

数で,概 して血管変化は強 くない｡小血管や淋

巴管に細胞栓寡がみられるが,血管壁の肥厚は

みられない｡血管は一般に拡張する｡線維細胞
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は殆んど増加せず,形質細泡も極 く少数甘呪す

るのみであるOこの期のIhl清反応は不安定で,

また確実に陽性転化を示さない｡

第 1期のもにおける病変では,上皮の肥帰は

更に強 くなって禍突起の貢皮内迷入 が 認 め ら

れ,その上皮の一一部に潰湯があって,ここには

新 しい肉芽が 増姉する｡ 細胞学 的 な 変 化 は

Iaと大差がないが, 最 も著 しい相違は Ibに

おける豊富な好中球港出で,これは潰慶の存在

に由来する変化と思われる｡ この期において血
清反応は陽転する｡ 併 しその 反応 はいまだ弱

く,また比較的存易に陰転する｡

第 1期の Cにみられる病巣は,潰湯の療痕化

を中心に,前記の病変の消槌期に相当する変化

を示 している｡即ち上皮の綱突起は尚も良 く真

皮内に伸展 しているが,その有煉細胞は萎縮を

来 し,貢皮では淋巴球や若い単球の浸潤もみら
れるが,他方組織球や線維細胞が増殖 し,一部

硝子様物質が沈着 して癖痕様変化を 示 して い

る｡一部の血管壁は肥厚 して,これまた硝子様

物質を沈着するOこの期に至って細胞浸潤中に

は形質細胞が増加 し,血管周囲で小集団を作る

場合もある.血清反応は更に強 くなり,略々陽

性を示 して安定する｡また逆に一部のものでは

反応の減弱をみる場合もあるが,尚且つその陽

性は明らかである｡

以上第 1期の 皮膚病変 はaよりb,Cとその

病期に従って,病毒感染とその消極に伴 う変化

を示 していた｡即ちaでは感染による炎症を示

す細胞浸潤が幼若肉芽を形成 し,また表皮には

炎症刺戟による細胞の過形成がみられるが,b

では潰揚形成に伴って潰癌性の肉芽となり,更

に Cでは炎症の消腿 と潰疹姫痕の形成がある｡

C における炎症,iFj'腿の頂因は感染個体の抵抗性

増加に由来するものと推察され,これがアレル

ギー性の免疫によるものであるとす る可 能 性

が,その血清反応の増殖や形質細胞の増加によ

って窺われる｡元来梅毒の血清反応は非特異反

応によるものとみなされて,その抗菌免疫のほ

ども疑わ しいものとされていた｡感染個体の感

染防禦力は,この点結核における抵抗性と類似

している｡即ち梅毒の免疫に関しては,先天的

京大結研紀要 第8巻 第3号

8)･10'及び後天的11)~28) の免疫が存在するC殊に

感染家兎の体液が殺菌力を有することが谷その

他20)~25)によって明らかに証明され,これが血清

蛋白分画の増減と関連を有するものと考えられ

た95)-107)のであるが,更にまた発病阻fヒ作用が

健常家兎血清においてさえ見出されることが小

林19)によって証明された｡この点最近教室の辻

等108㌧ 110) によって為された結核免疫の作用機

序と極めて興味ある相似を示 している｡即ち結

核には非特異的先天性免疫が働 くが,従来特異

的とされていた感染免疫においてさえ,その結

核抵抗性は体液蛋白分画の非特異的な増減によ

るものと報 じている｡梅毒の感染に際 しても,そ

こで認められる上記のごとき諸現象は,単に獲

得性の特異免疫のみによって説明し得ず,結核

において示されたような非特異免疫の増姉が,

梅毒感染の場合にも該当する可能性が充分にあ

る｡従って梅毒感染の初期にはもっぱら非特異

免疫が働き,梅毒血清反応の陽性が明らかとな

る Icの時期において 特異的及び非特異的の感

染抵抗力が増加 して,感染巣での炎症の消過を

惹起 させる｡これが IbよりIcへの推移の原因

と考えてもよいであろう｡

形質細胞は近年血清抗体産生細胞 と して 注

目されてきたもので111)~118), Icにおいてこの

細胞の増加を来すことはその血清反応の増姉 と

軌を一にするものである｡渡辺30)の報吾では,

形質細胞は 感染当初より多数に 病巣中に 出現

し,この細胞が感染反応の主役を潰ずるがごと

く記載されているのであるが,実はこの細胞は

Icに至って増加するもので, 感染当初には現

れない｡ しかし再感染病巣と思われる病巣には

比較的早期に出現する｡従って著者の得た所見

から先人の成績を批判すれば,感染初期に形質

細胞の出現をみるとする報告は,実は比較的後

期の初感染巣か,あるいは再感染巣をみている

もののごとくと思われる｡Finger8) の書に,節

1期,第 2期の疹の臨床所見が しば しば類似す

ると記されており,また,Riecke9)の書に,再

感染時の硬結は 2期丘疹様だと記されているの

ら,この 間の事情を 物語 っていると考えられ

る｡
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第 2期痛変の特徴は,著 しい上皮の増殖 と形

質細胞を主 とす る真皮の細胞浸潤であるO第 2

期の初期病変に相 当す る Ⅲa群 の病巣では,上

乾の網突起が深 く真皮に迷入 して和服形成の衡

向を示 し,真皮には形質細胞の他,単球,淋巴

球等が浸潤し, その 毛細血竹は 増殖 して 拡張

し,比較的新 しい 肉芽の 形成 が 認められる｡

1ユb群の病巣では, さらに 上皮の 増姉が 著明

で,乳頭を囲んで嫡突起は細眼を作 り,有煉細

胞 と共に基底細 泡が増殖す る｡真皮殊にその乳

頭では, 浸潤細胞が 減少 して 細 泡問質が 増加

し,紺 lllL/'rIl･.'L周囲での形質細胞浸潤 のみが著明で

あるo病黒に潰湯が存在する場合には圭!iI皮,上

皮共に多核球の浸潤が認め られるが,その程度
は 1期の肉芽に及ばない｡ lIcに相 当する病巣

では,組織の退行変 性が著明 とな り,上皮の基

底細 胤 有頼細胞共に 萎縮 して細 泡は細長 とな
り,角化の傾向が 普明 となるO乳頭郡の細胞 も

萎縮 して浸潤細 胞も減少 し, 浮腫が著明で細胞

間の線維物質 も減少する｡ この乳頭部では独 り

形質細胞 の浸潤のみが著 しい｡

以上Rfll,平 コンジロームにみ られた諸変化は,

上皮網突起 の肝班な増姉 と,真皮における形質

紬胞の著 しい浸潤と言 う点で初期硬結 の組織像
と相違す るC この組織像の相違を来す掠因 とし

て,I.言i乎 コンジロームでは初期取結よ りも更に

ス ピロヘータが 多数に存在することの他 に,後

者では未 だ血清反応が徴15lllJで あるのに対 して,

前者では反応が強陽性 に出現 し, しか も容易に

反応の減弱をみないノ｢.且が挙げ られる｡即ナ､以上

の第 2弗]摘 果では,その全身的なアレルギー化

にも拘 らず多数の病原菌の増殖を許す もので,

この点ア レルギーがあって免疫のない持期 と言

うべき状態で ある｡

以上の霜平 コンジロームに対 して,同 じく第

2期にみ られ る君波疹や他の丘疹は,病巣にお

けるス ピロ--タが前者に比 し遥かに作/少で.

アレルギー状態が史に高度に逢 した ものにおい

てみ られる組織反応 と思われる｡即ちこれ等の

病巣は上乾の変化が少 くて,真皮における痛変

は線維のフ ィブ リノイ ド膨化 と血竹用IJ則こおけ

る形質細胞の某団的増姑 よ り成っている｡
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皮膚に発 した第3期のゴム腫病変には,第2期

疹よ りも更に著明な上 髭の真皮迷入があって,

上乾の基底細胞が索状 となって真夜中に深 く侵
入するO本質的には Db疹 と異な らぬが,その

上｢!Z組織の増姉は,第 2期よ りも甚だ しい ｡ こ

の病 巣にはスピロ-一夕が認め られないで然 も

1帖 fj'-反応二は慮陽件に出現す る｡即 ちこの時期に

ある仕休は,ア レルギーと免疫 とを併せ有 した

伏態にあると云 うべきで あろう｡

以上初期硬結 よ り,2期,3期に至る梅毒件
皮膚病変を通覧すれば,次のようである｡スピ

ロヘータ侵入の結果として起 る上皮の増姉及び

甘皮の肉芽形成が先ず初基J]硬結 として病裏を形

成 し,ついで非特異性,またアレルギー性にお

こる年1休抵抗力の増加によって痛変は一時消槌

する｡ この経過は略 々結核の初感染病巣の推移

に相＼-'lするであろう｡その意味で第2動后平 コン
ジロ-ムの形成は,結 核症の緒初感染病巣に相

当する｡結核の緒初感染病巣には菌が極めて豊

告であるが , この点稿うFコンジロ-ムで も同様

で,増摘 した 多数の蘭に対 して炎症肉芽が形成

され, これに伴って上皮組織が増頼する｡ 第3

期のゴム陣性皮膚炎の場合には,菌の消失にも

拘 らず病巣潤の肉芽形成 と上 皮増姉は更に強 く

fi:り,摘果;r郡では乳頭と網突起 とが錯綜 して類

上皮細胞瞳様の病変を形成す る｡ これは結接に

おける二次病巣に匹故す る｡

以上の杖に侮毒感染における感染個体のア レ

ルギーと免疫 とは∴恰も結核における病態に 一

致す るO感染後菌の増殖 によって個体のアレル

ギー化が惹起 され, これが組織反応やIl'lL清反応

と して示 されるに拘らず,ア レルギ-化 された

仰休の血浩には,抗菌作用を示す抗体が現れな

いぐ併し感染佃体が感染以前に比べて病原菌に
対す る抵抗 力を増す ことは,貼核におけると同

様梅毒において も明 らかで, この抵抗力は特異

免疫抗体によるものでな く,4:.体 の変調作用に

北づ く抵抗力の増強にその偵関があるものと思

われ る｡ また病巣形成時の 皮膚反応を 検すれ

ば,結核におけると同株感染後時 日の経過 と共

にアレルギー性 の反応が強 くな り,遂には徴ijlll

の抗規に刈す るアレルギー反応 と して病巣が形
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成されるに至るものと推察され,この点よりす

れば第 2期,第 3期へと次第に強 くなる上皮組

織の増殖は,結核における類上皮細胞の形成と

同様に,これがアレルギー反応の指標となり得

るものと解することが出来るであろう｡

以上述べられた梅毒感染に伴うアレルギ-と

免疫との進展は, 初期硬結, 偏平 コンジロー

ム,第 3期皮膚ゴム腫の系列で示されたもので

ある｡このうち偏平コンジロームは第2期疹を

代表するものとして挙げられたが,実際には第

2期疹は極めて多彩な形態を示すもので,著者

はその総てを検査する機会を得ず,著者の検 し

得た他の第 2期疹ほ僅かに吾硬疹と一部の丘疹

に過ぎなかったが,偏平コンジロ-ムと対照的

な病変は蓄微疹に代表されるものの如 くであっ

て,他の丘疹は両者の中間的性格を有するもの

と思われる｡吾微疹の組織学的特徴は,一つは

貢皮におけるフィブリノイ ド様膨化であり,他

は同じく真皮における細血管周囲での形質細胞

増殖で,これは Plasmom と称 し得るような比

較的純粋な形質細胞集団を形成する｡この時,

個体の血清反応は強陽性であって,これらの病

巣にはスピロ-一夕を見出せない｡この病変が

梅毒免疫による病変であることは疑いないとこ

ろであるが,そこには梅毒性を示す特徴的な変

化はなく,多 くの場合放置しておいても数 日で

消失する｡これはアレルギー状態下における梅

毒病原菌の微量血行撒布によって作られる病変

と解すべきである｡従って病変はアレルギ-性

に成立 したものとみなされるが,ここでは同時

に免疫が認められる｡即ちこの場合には,血管

透過性昂進を中心としたアレルギー反応が惹起

され,その遺残病変としてかかる所見を呈する

に至るものと思われ,強い血清反応と,血管周

囲での形質細胞の増殖が,この考察の根拠とな

る｡

血清反応の増強と軌を一にする形質細胞の増

殖は, ことに 淋巴腺の変化に 明らかである｡

Ia期に相当する淋巴腺腫の組 織 像 は, 著 明

な淋巴芽中心の増殖と,その周囲における淋巴

球の増殖を示 している｡増殖 した芽中心の細胞

揺,主として淋巴芽球に相当するが,その一部

京大結研紀要 第8巻 第3号

は形質細胞母細胞と認められる｡ lb期に至っ

て,淋巴組織は著 しい細胞浸潤で破壊され,芽

中心も分断されて,淋巴球,組織球が増加する

が,これ等の間に形質細胞が除々に増加する｡

Ic期では, これ等炎症性の淋巴組織が次第に

療痕組織と交代 し, Trabekelが増殖 して,浸

潤細胞が減少するが,これ等の変化のうちにあ

って,独 り形質細胞のみ更に増加 して,癒痕化

組織に点在するo JIa期に至れば,淋巴腺は再

び腰張するが, この腫張は Iaにおける反応に

類似する｡以後も第 1期の淋巴腺変化に類似 し

た経過をとって消長するが,これら2期の全経

過を通 じて,形質細胞の増殖が 1期にみられた

それよりも遥かに著 しい｡従って 2期の末期に

至れば, 癒痕化傾向にある淋巴組織, ことに

その癖痕被膜のJ榊 こあって, 形質細胞集団 が
Plasmom様所見を示 して存在する｡ これ等の形

質細胞の消長は,血清抗体の消長と全 く一致 し

たものであった｡

以上著者は梅毒の皮膚および淋巴腺病変を検

査するに当って,常にこれを結核における病変

と比較検討 し, その病変の示す 組織学的特徴

が,梅毒の特異な免疫とアレルギーとの上に果

す役割について考察 した｡即ち梅毒における血

清反応の消長は,組織における形質細胞の消長

とよく一致 した成績を示 しており,またその血

清抗体は,病変形成に関与するアレルギー反応

を担っているものと推察することができる成績

を示 していた｡加えてこのアレルギー性組織反

応の指標として,上皮の増殖を挙げ得るものと

判断 し,これによって 1期, 2期, 3期を通 じ

ての共通 した反応基準を定めることが出来,従

来ほとんど相互に関連性を見出し得なかった梅

毒皮膚諸反応が,アレルギー状態との関連にお

いて一元的に考慮され得るものであることが示

された｡また梅毒にみられる免疫状態は,結核

におけると同様に,梅毒感染に由来する非特異

的な組織変調にその抵抗性増強の原因をお くこ

とが出来る可能性が示唆されたのである｡

Ⅴ 結 論

著者は,売春婦にみられた第 1期,第 2期,



昭和35.3

第 3期の皮膚病巣およびそれに所属する淋巴腺

痛巣を検査 して, 次の結論を 得ることが 出来

た ｡

1) 初期硬結,扇平コンジローム,皮 膚 コ

ム腫を,それぞれ 1期,2期, 3期の代表的病

変とみなすことが出来,これ等に共通する上皮

の増姉は,これ等の病]U]の進展に従って強くな

る0

2) 形質細胞浸潤は, 皮膚病渠,淋巴腺痛

渠ともに,病期の進むに従って増加する｡

3) 梅毒血清反応は, 痛期の進むに従って

進展し,これは上記2つの組織反応とそのfirj長

写真 lLゝ再jiO千〇,20才,酌婦.陰核に見られた初
期硬結.表

皮の過形成と真皮の肉芽形成を示す切片杷!,本.入院当[lLJJl徐.(Ia),
600×
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にする04) 以上によって,梅 毒血清反応の抗体

は,形質細胞との関連において産二生されるも

のと推察され,また上皮組織の増殖は,皮膚に

おけるアレルギー反応の指標Jとみなすことが

出来る｡5) 2期における蕎彼疹は,

さらに純粋なアレルギーとみなすことが出来,

ここには第 3期に

おけると同様に,梅毒における免疫をみることができる｡しかし後者における免疫は,結核におけると同株に

非特異性の免疫で,前者においてのみ,アレルギー性の免疫を認

め得るものの如 くである｡写真2 同上.頁
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京大結研紀要 第8巷 第3号写真5 山○益○,18才,酌
婦.宮口に生じた初期 写真6硬結.入院18

日目に切除.真皮の港J廿性の強い肉芽.(Ia),300× 西○美○,22才,酌婦.腰

口左下の初期硬結. 1ケ月前石大陰唇に硬結を経

験 した再発黒.(Ia),

300×写真7 同上.真皮肉芽の強拡大.淋巴球,好中球に 写
真8加えて,伴かながら形質細胞の出現あり.

(Ia),1200× 任○

幸
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- 53-写真11 吊上.杜木の一部.表皮網突起の真皮再伸 写真12 板○き○,18才,/fli粧 左小陰唇の初ll
J川ii根による網服形成.〔Ib〕,30()× 結.潰易形成 と肉芽の根痕化を

認める.rIbノ,

3nOx写真13 伊亡 〕弘ぐコ,19才,了If姐.左大陰唇の初期 硬 写真14 同上.励振人.真皮の浸潤細胞小に 多軌
の結.真皮に舶痕 某の出現を認める.(Ib), 形質細胞を見る.〔I
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京大結研紀要 第 8巻 第 3号写真17 山〇千〇,19才,酌婦.右腰口の初期硬結 写真18
(Ic),300× 同上.16日目に左小陰唇に続発し

た初期硬紘.(Ic),30ox写真19 森○美○,19才,酌婦.旺
門周囲に発した 写真20偏平コンジローム.上皮の真皮迷

入初賊.(Ⅱa),300× 同上.真皮
の肉芽巣の強拡大.形質細胞の出現多数.(Ⅲa),120

0×写真21 梅○あ○
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写真23 同上.偏平コンジロームの組織像.上皮網

突起の伸展による網眼形成を示す.(Ⅲb

),300×写真25 佐○す0,20才,街
娼.肝門周囲の偏平コンジローム.増姉 した表皮の有

株細胞は萎縮 し,細胞間は解離 し,網突起の
萎縮と乳頭の浮睦が著明.(ⅢC)

,300×写真27 藤○文○,18才,街娼.左大陰
唇の初期硬結で入院.右足背部に生 じた丘疹の組織像

.(ⅢR),300× -55-写真24

久○し○,23才,街娼.
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京大紬研紀要 邦8巷 /ilJiA3号写真29 大○さ○,17才,街娼.外陰部一帯から仝 写真30 一〇幸
○,21才,酌婦.口の周囲から肩肝身

に及ぶ小豆大ないし栂指頭大の丘疹を多発

して入院.その暫都丘疹の組織像.(nR),300× 部に及ぶ小豆大から小指頭大の多発し
た粘廊件丘疹で入院.その右口角の丘疹の組織像で.小血管周囲の形質細胞睦と川田結締織の類線維細胞渠を認める.

(ⅢR),300×写真31 同上.形質細胞睦の強拡大.(ⅢR),1200× 写真32 佐〇千〇,26才,酌婦.陰唇に発托したゴ



昭和35.3

写真35 LLf〇千〇(前掲).右鼠践部淋巴腺.芽
中心の破壊を示す著明な淋巳球浸潤を示す.

〔Ib),300×写真37 同上.血管壁の著明な

変化を示す組織像.(Ib),300×

ニト& ′● ヽi pQ:l'I.l● ､写真39 山○

花○,22才,街姐.左鼠瑛部淋巳腺.芽中心

の萎縮が著しく,細胞の線維化傾向が認められる,(Ic),1200× -57-写真36 久〇千°,17才,酌婦.

左鼠践部淋巴腺の-那.幼若な形質細胞の

出現を示す.(IbIl,270Ox写真38 下○狛○(前掲).左鼠頭部淋巴腺.
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第3部 特車患者の末梢及び骨鶴の血液並びに淋巴腺,

疹分泌液塗抹標本の細胞学的検索

I 末 梢 血 液 像

a 検査対象並びに方法

著者の検索 した患者は前2部におけると同じ

であって,入院治療をうけたこれ等売春婦の梅

毒治療前後における末梢血液像を,慣用法に従

って検査 したもので,その検索数は 241例であ

る｡

採血は総て昼食前にこれを行い,予め検定さ

れた計算器を 2組使用して血球の算定を行い,

更に血色素,血球分類等を行ったが,成績の誤

差を極力除 く為,以上総ての検査は著者 1人の

手によって行われた｡尚血球数の算定は同一血

液について5回以上算定 してその平均値を算出

し,また白血球分類に当ってはその500個を計

算したものである｡

成績を検討するに当っては,これを病期別,

治療前後別,血清反応成績別等に区別し,各群問

並びに標準値 (小宮119)による)との問における

差異については,すべて統計学的検定を加えて

調べた｡平均値の検定は F-test,両群問 の分

散の著 しく異なっている場合は Cochran-Co∑

の近似法により,形質細胞の成熟度を示す比率

の検定はX2-testによった120'~122'｡なお分類さ

れた各自血球の増減を検する場合には,その絶

対値を比較するのが至当であるが,ここには便

宜的に百分率による推移を比較した｡これによ

っても尚その変動の大略を推察することが出来

るであろうO

尚検索当時の衛生環境を考慮して,大使中 の

虫卵を検 したが,略々その全員に掴虫卵を検出

した｡

b 検 査 成 績

(1) 検査された全末梢血について,その成績

を平均すれば第 1表の如 くである｡赤血球数,血

色素量共に低いが,色素係数は多少健康人より

高 く,高血色素性貧血の像を示 している｡白血

球数は桐増加 し,その原因としては淋巴球,好

中球,好酸球,単球,形質細胞の増加を挙げ得

第 1表 末槽血液像総平均値

(検 数)i平 均 値

数
量
数

数

球

素

係

球

血

色
素

血

赤

血

色

白

皮

るであろう｡好中球の成熟度を示す平 均 核 数

(杉山123))は僅かながら正常値よりも低 値に

あり,幼君球の動員を示している｡

(2) 入院時の血液像を,その病期別に分類す

れば第2表の如くである｡第 1期の後期及び第
2期の始めに貧血がみられるが,このとき血色

素量の減少が僅かな為,色素係数ははるかに高

くなり,この影響は第 2期の最 盛 期 まで引続

く｡ 白血球数は病期に拘らず略々一株に増加を

示しており,統計学的に検討して 1期,2期とも

にその有意性が認められる｡このときの白血球

分類上の増減を調べれば,第 3表に示す如 く好

酸球,単球の増加,好塩基球の減少が認められ,

何れも病期別の変動は殆んどない｡ただ形質細

胞のみ第 1期に特に多く, 2期, 3期と次第に

減少する｡尚単球の増加は第 3期に特に著 しい

が,この期の患者の検査数は過少である｡好中

球の百分率は各病期で変化がないが,平均核数

を調べれば,第4表に示された様に,1期,2期

共に病勢の進むに従って減少 し, 3期でも尚低



昭和35.3

第 2表 痛期別にみた末楠血赤血球像ならびに白血球数 (入院時)
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第 4 表 情瑚別にみた末梢血好lF]球ならびに形質細胞成熟皮 (入｢銅 キ)

好 中 球
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第5表治療前後における未稽血赤血球像ならびに白血球数
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第 6表 治療前後における病期別末梢血白血球分布像
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第 7 蓑 治療前後における病期別末梢血好中球,形質細胞の成熟状況
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第 8表 マフアルゼン注射前後における

末柿血液像

数

放

球

球

血

血

赤

白

球

球

球

球

球

胞

基

細

中

酸

巴

塩

質

好

好

好
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単

形

核

核
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菓

枠
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〟

熟
度
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L1 2 .22値を示 しており,好中

球の絶対数の増加を物語る程度の左方移動が

僅かながら現れている｡(3) 梅毒治療の前後

における血液像を比較 して,これを第 5表に一

括 した｡治療によって血色素の増量がもたらさ

れ,これが色素係数の増加 となって現れている

｡然 しこれ等の変化は病期別には著変が認められず,治療による白血球 第 9表 マフア

ルゼン不使用例における

治療前後の末

梢血液像第 1 期
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3-2.32芸諾ら慧 芸 0.16-0.320.12-0.08 0.22-0.200.14-0.ll

(註)*赤血球 と色素係数の検数は第1期1
,第 2期2であ り,血色



第 10表 血清反応別にみた治療前後における末梢血赤血球像ならびに白血球数

敬球血赤

陰
陽

陰
陽

^̂

^
一̂

･.､･∵
､∴
+=]:(～:.､

昇
変
降

上
木
下

与
､

防く

し

内

訳

(万) 血 色 素 量 色 素 係 数 白 血 球 数

請鋸檎′.t＼
走..日日J
-IIhOF後qIJ｣ゝ｣

那檎′し定判〔上OF後前閃.I.=7.:

-ヽノヽ
)ノヽ
ノ＼
ー
ノ

)
＼ーノ＼ーノ

0
月
､E1
28

t
,1
e
/

′し

(

ノヽ
＼ー/

l
ハ.0
l
1
(
′(＼

昇

降
上
ド

虜陽-
くI
L

(再
掲

)

375-341
371-366
397ド366
393-385

375-332
425-409
364-393

374-345
379-380

ヽ
-
ノ
＼

tノ､､
.ノ＼ー
ノ

1

4

6

4

′
し

(
′

_＼
2//与,']

×
×
一日7-
ー

7
ti52

7
5
4

4
nU

3

6F:

2
9
4
6

7
8
8
8

【
一
｢
一

6
1
4
9

6
8
8
7

､1
､.､1
㌧

2
4
8
7

′し
(
/ー＼2/し

×
滝

×
′

1-･

7

02
1

7
6
4

30
7
4

0
9
0

" ､＼.ノ
)

ヽ
-
一ノ

6

0

(U
O

(
1
/＼
-p!

摘
録
×

0

0

3

6
5
5
5
1

1
5
4

23
7
8

8
8
8

一
1
t

4
0
1

7

8

8

､ヽ-
ノ
､
ノ

｢
ノノ

7
1
9

′ー＼
l
/し
′′し
×
×
×

0
(=0
3

6
4
5

0
4
8

4
1
3

0
5
5
4
0
nU

3
0

窟T蒜 ｢可 両 (這可

･
品
7
6
3

7
6
4

50
6
1F:

6
4
4
5

0
2
1
1

HHH
HH
H
HHHH

d1
.
.1
1

7
0
5
1

9
1
0
0

0
1
1

1
0.98-1.29
0.97-1.08
1.09-1.13

一一 1 - 二三

7
4
0

日

8

2

2
8
3

1
5

･

摺
×
×

福

×

.ナTO
1
6

1

7

6
5
5

5
4

(6)
(11ヽ
(12)
(61)

＼ノ
＼-ノ)

1ヽ-ノヽ､1ノ

6
6
9

7
1

1
2
1

2
3

(
(
(

(
(

pゝ一と▲
別一 後

84-97
82-97
84-96
80--86

83-79
75-85
83-93

83-86
84-94

＼)ノ
冒(

定削F0F

×
値
×
摘

6
8
8
0

6
4
4
4

5
5
0
2

0
5
1
4

二
Ac,
4
･
7
竺

o
･
6
311

益

×

5
2
4

4
4
4

2
2
4
4
×

第 11表 血清反応別にみた治療前後における末仰山白血球分布像
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育,L:li6.3一5.82.1 × 0.37-0.28

0.40--0.501.5 × 33.1--37.63.0 × 6.2--5.7
().42-0.440.02× 35.5--35.90.00× 6.5-6.1
0.34-0.390.5 × 32.6-38.14.6 有意 6.4-5.2

0.46,0.9 × 34.1-35.00.2Jx J6.3-5.8

× 34･O-｢39･3i7･8｢有司 6･3-5･2

0.39-0.34
33-0.26
41-0.28

曜

㌻

×
鳥

×

止ト

L

/
1

0

3
0
0

5

F

2
1
6
3

I



- 64- 京大結研紀要 第8巻 第3号

第 12蓑 血清反応別にみた治療前後における未ffLj血好中球ならびに形質細胞の成熟状況

程 状 核

≡ 三三 整 真S'…,3

一
上

不

下

↓

㍗
度性陽

陽

¶
′.1内

訳

陽 H61)

昇変降

上昇計

下降計

削 一 後

10.1-5.8

6.2-6.7

7.1-5.2

6.0-5A

6 .5-4.8

5 .8-5.6

6 .1-5.5

6 .4-5.9

6 .5-5.9

46.1-44.6

45.0--48.9

43.5-40A

45.7-43.5

46.7-44.5

44.6-44.4

46.2-41.7

45.9-46.1

45.1-40.6;

数の 増加 についても略々同様 の事がみられる

が,白血球数の治療による増加は 1期, 2期と

も病期の進むに従って著 しい｡

治療前後における白血球の変動を病期別に白

血球種別に検討したが,第 6および7表に示し

たようにとくに指摘 しておく必要がある程度の

成績を得なかった｡治療による白血球数の増加

はほぼ全白血球種に現われるもので,とくに1

期,2期における淋巴球の増加が他の細胞種より

著 しい｡2期における単球の減少は,その程度は

減ずるが,絶対数においても認められる｡これ

に対 し好中球は,絶対数においては増加 してい

るにも拘らず,その平均核数は多少とも増加 し

て,核指数の改善を示 していた｡

梅毒治療は主と･してマファルゼンによって行

われた｡この枇素剤が血液像に与える影響を考

慮 して,この薬剤の注射前と注射後30分ないし

1時間目に検査して得た成績を第 8表に,また

第 6および7表に計上された症例中,マファル

ゼンを使用 しなかった症例のみに関する成績を

第 9表に記載 した｡これによれば,マファルゼ

ン注射直後における変化はほとんど見られず,

またマファルゼン不使用例を使用例と比較して

とくに目立った差異も見られず,マファルゼン

の使用が直接血液像に影響 して,梅毒による血

液像を撹乱することは比較的少いものと思われ

た ｡

㈲ 血清反応の推移によって検査 対 象 を 分
類 し,治療前後における血液像の推移を検討し T

中 球

平 均 核 数

高 二 嘉一卜可 F 毎

2.06-2.26

2.31-2.23

2.17-2.31

2.28--2.33

2.26-2.33

2.29-2.32

2.28-2.33

2.28-2.29.

2.23-2.33

5.7

1.8

8.8

4.1

形 質 細 胞

幼 君 【成 熟

刑 一 後 】前 一 後

…･.害鳥 は …33二呂:≡

J

芸'.…ixx

0.31-0.15

0.21-0.18

0.07-0

0.20-0.25

0.25-0.07

0.16-0,10

0.23-0.25F0.16-0.09

0.17-0.17

4.4(× i0.26-0.14

4.2x
i

4.2 有意

0.23-0.28

0.28-0.14

0.16-0.09

0.15-0.14

0.18-0.16

0.19-0.ll

て,これを第10,ll,12表に記載 した｡

血清反応の推移と共に統一的な変化を示 した

細胞種は形質細胞で,この細胞種は血清反応の

増強に伴い,幼若型の増加によって僅かながら

増加し,血清反応の消失時には減少する｡この

意味で形質細胞は血清反応とともに消長する｡

また好中球の核指数も,血清反応の低下ととも

に改善されることが示された｡

e 小 括

本邦において梅毒の末桐血液像,または批素

剤投与によるその変化を検索 した報告としては

33例30'･124)~155)が挙げられるOその検査対象と

なった集団の内容は,早期または潜伏梅毒18,

眼梅毒4,麻棒性痴吊1,先天梅毒4,家兎梅

毒 7,鼠梅毒 1,計35であった｡これら諸報告

の詳細にわたって論議する煩を避けるため,そ

れぞれの結論を集計 して,第13表に一括 した｡

そのうち赤血球に関しては,総ての報告が一

致してその軽度減少を報じており,これは今回

なされた著者の成績とも一致する｡また血色素

が減少するとなす点でも同一意見であるが,負

素係数の増加を指摘 した報告は未だない｡著者

の成績では,第 1期の後半から第 2期の前半に

かけて色素係数の増加がみられた｡感染症にお

ける感染初期のこのような赤血球の変化は,比

較的に梅毒特有なものではなかろうか｡

白血球に関しても,その報告の多 くは著者の

成績と一致する｡淋巴球の増加を指摘 している
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第13表 各種梅毒末椙血液像ならびにその此素剤
投与による変化に関する報告の集計

末梢血液像
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平 均 核 放 1 8 E 2 t 2 I 3

(註〕動物の仮性好酸球における成績は,好中球
の欄に計上した.

報告の多い点は,著者の成績と若干異なるが,

増加例11例中 6例が麻棒性痴吊,眼梅毒,先天

梅毒であったので,この差異は病期の違いによ

る点もあると考えられる｡不一致のその他の原

因としては,調査対象や調査条件を異にしてい

ることの外に,検査数が過小であったり,また

統計学的検討が加えられることな くして結論が

導かれていること等のために起ったものと考え

る｡著者の成績では,何れの病期においても白

血球数は,口本人成人健康女性の平均値として

報 じられているものより僅かながら増加を示 し

ており,その主たる原因は好酸球, つ い で 単

球,形質細胞等の増加にあるものと思われた｡

好中球も絶対数は増加するが,その程度は他の

白血球の増加に及ばない｡増加を示す白血球の

うち,好酸球の増加は寄生虫による可能性が大

きくて,梅毒病変と道接関連するものがどの程

度を占めるか疑わしいが,この細胞は第 1期に

最も多 く,第 2期,第 3期と次第に低下する点

が興味を引く｡ただし病期によるこの変動は,

統計学的になお疑いの多いものであった｡これ

に反 し,形質細胞の第 1期における増加と, 2

期, 3其射こおける漸減とは,統計学的にも有意

である｡先に行った梅毒疹やその淋巴腺腫の組
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織学的検索によって,病巣部における形質細胞

と淋巴球の増加が明らかに認められた｡このう

ち形質細胞の病巣における増加は末梢血とは反

対で,病期の進展とともに次第にそ の数 を 増

し,その増加は血清反応の陽性度と比較的よく

一致する｡このように組織における形質細胞の

増加と末梢血のそれが逆の相関を示す理由に関

しては,組織学的根拠がある｡すなわち第 1期

初期,また第 2期でも,その炎症の早期には,

増殖 した形質細胞や淋巴球は容易に淋巴符に集

積 し,淋巴流を介 して血行に侵入 し得るのであ

って,淋巴管内におけるこの種細胞の集積を,

ことに淋巴腺において認めるこ とが で きる｡

病期の進展に伴って炎症組織は療痕性に傾き,

形質細胞はこの癒痕化組織中で増殖 し,淋巴管

よりの流出が少 くなる｡従って末梢血と病巣車

での細胞出現の逆相関は必ず しも不可解なこと

ではない｡梅毒における病変部での形質細胞の

増加は,従来とも多 くの研究者によって指摘さ

れてきたところであるに拘らず,末梢lfrlにおけ

る該細胞の出現を認めた報告が,岡部の麻棒性

痴吊に関する報告134)以外に見当らぬのは 不思

議である｡小宮119J,服部156),加藤157)等の記載で

は,形質細胞は諸種の感染症や炎症の時に末梢

血に出現すると言われているO従って栴毒末梢

1加こ形質細胞の出現をみないと報 じている先の

諸報告は,血液像の形態学的判断に不正確さを

残 していた結果であると判断される の で あ っ

て,著者は末梢血-のこの細胞の出現を鼓に強

調 しておきたい｡

梅毒治療と血液像との関係には,とくに注意

するほどの事実がない｡治療に伴う色素係数の

増加と白血球数の増加がみられるが,好中球の

核の成熟は良好で,核指数の改善が 認 め られ

た｡治療の中心をなす枇素剤の投与 に 関 して

は,これが好酸球の増加に影響するとなす片Ff,-]

124),平岡148)の報告があり,著者の成績でも治

療後に好酸球の僅かな増加が見 られたが,これ

をマファルゼンの影響に帰せ しめるだけの著 し

い変化とは認め難かった｡

梅毒血清反応と末櫓血液像との相関を調べた

成績からほ,形質細胞が血清反応の陰性化とと
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もに,その幼君型を中心に減少することが示さ

れた｡

Ⅲ 骨 髄 血 ･,qi像

a 検査対象並びに方法

検査対象及び方法の大略は,先に行った末梢

血におけると同様である｡ただ血球分類に当っ

ては,骨髄塗抹標本の細胞1000個について計算

した｡検索対象は89例で, 158回の骨髄穿刺を

行った｡

b 検 査 成 績

(1) 検査された骨髄像の総てを平均すれば第

14表の如 くである｡日本人健康成人の骨髄像に

関する見解は,検索者によって多少相違する｡

服部156),位田158),都築等159)の報告の中間値をと

って,赤血球数を375万, 有核細胞数を125,000

とすれば,著者の得た成績は赤血球数,血色素

量の減少と色素係数の増加を示す貧血と,有核

細胞数の増加が認められた｡分類された有核細

第14表 骨 髄 血 液 像 総 平 均 値

赤 血 球 数 (刀) (検数)平均値

血 色 素 量 半 紙

色 素 係 数

有 核 細 胞 数 (冒)

赤

有 骨

核 好

細
好

好

胞 淋

分 単
形

布
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(検 数)

芽

基
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芽

巾

酸

巴

髄

塩

鱈

そ の

球

球

球

球

球

球

球

胞

系

球

他

(42)
317

㍉

㍉

二
∵

､.

7

12.59

1.00

63.55
3.39

0.12

16.65

1.39

1.16

0.07
0.07

0.01

分 核 像 (再掲) , 0.25

胞を小宮119ノ の成績と比べれば,赤芽球の減少

と好中球の増加が認められたが,元来検索者に

よってその比率の変動の大きい骨髄有核細胞分

類を相互に比較することはむつかしい｡
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(2) 入院時病期別にみた骨髄像

梅毒曜患時にみられる骨髄赤血球数の減少を

病期別にみれば(第15表),第 1期初期より病期

の進展と共に強 くなり,第 2期始めにその程度

は最も強く,其後次第に快復する｡血色素量の減

少もみられるが,その程度は赤血球数の減少よ

り少いため,各期共に高色素性貧血となって現

れ,その 程度 は 第 2期 初めに最も強い｡有核

細胞数 は 第 1期 初期 に減少がみられ,第 2期

において次第にその数を増加する｡併 し同一病

期内における表に現れた変動は,統計学的には

これを有意の差と認めることが出来なかった｡

有核細胞分布の病期別変動を第16表に記載 し

た｡給平均値にみられた赤芽球,骨髄芽球,好

酸球,好塩基球,単球等の減少や好中球,形質

細胞等の増加を,各病期別の変動としてこれを

統計学的に確かめることは殆んど出 来 な中 っ

た｡形質細胞の増加は表にみられる と ころで

は,第 1期に最も強く, 2期,3期と次第に減

少するが,これも統計学的には確かでないo

有核細胞の成熟度は,これを第17表に記載 し

た｡便宜的に各成熟期を数字に現 し,その各群

における血球分布の平均値を取ってその成熟度

として現 した｡小宮119),服部156)等の成績と比

べれば,著者が梅毒患者より得た骨髄の有核細

胞はその成熟度が悪いようで,それは赤芽球,

好中球に甚だしいo形質細胞もまたその幼若型

の出現する率が多いようであるが,病期別の差

は認められなかった｡

(3) 病期別にみた梅毒治療前後の骨髄像の

変動

治療前後の骨髄像の変動を病期別 に 眺 め る

と,第18表にみられる様に治療前に比 し治療後

には,赤血球数と血色素量の増加,色素係数の

減少等が認められ,治療によって赤血球数は正

常に近づ く様であるが,統計学的にはこの差は

明らかでない｡また骨髄の有核細胞に関しては

(第19表),第 2期患､者における好酸球の増加,

第 1期患者における形質細胞の減少等が主な変

化であって,其の他には治療によって著 しい変

化を来 したものを認めなかった｡また第20表に

みられる細胞成熟度の比較では,好中球,好酸
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第 15表 病期別骨髄血赤血球像ならびに有核細月こ班女(入r,l]tL侍)
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反応陽性であった症例では,陰性のものに比べ

て好酸球の百分率が高かった｡

梅毒治療前後における骨髄像の変動を,血清

反応別 に分けて検索 した｡第22,23表にみ られる

様に,入院L恒山清反応の誠51]したものにおいて
のみ血色素量に増加が認められた他,赤血球数

に著変を認めることが出来なかった〔石-i亥細泡
のうちでは,反応陽性君臣こおいて治療による淋

球,形質細胞等の成熟度が治療TjTJ'に比 し治療後

において増加 した｡

(4) 血清反応の推移別にみた骨髄像の変動

入院時における骨髄像を血清反応別に区別 し

て検索 し,その成績を第21表に記載 した ｡ 梅毒

血清 反応が陰性よ り陽性に転化 した症別では,

反応が陰性に留るものよ り淋巴球の率が高 く,

そのため好中球百分率が低 くなるOまた入院時



第 17表 病 期 別 骨 髄 有 核 細 胞 成 熟 状 況
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第 18表 治療前後における病湖別骨髄赤

血球像ならびに行核細胞数
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巴球,形質細胞百分率の減少が認められ,単球

は反応陽性度の上昇と共に増加 した｡

同様に細胞成熟度を血清反応別に,治療の前

後で比較 したが,第24表にみられる様に,好酸

球の成熟度が反応揚性上昇例の治療後において

低 くなり,反応低下例に逆の関係が示された他

は特に指摘する程の差をみなかった｡

C.小 括

健康成人の′馴闘象に関 しては,小官,Klima,

Henningl19), 服部156),Arinkin,Segerdahl157),

位 臥 粕谷158),都築159),Adler160), Rohr161),
等の報告があり(第25表), これに 関 連 して,

各種疾患における骨髄像について,多数の報告

を見ることができる｡ 著者162)が本邦における

伝染性または寄生性疾患の骨髄像に関する報告

88例の結論を集計 した結果は第26表の通 りであ

る｡

以上のうち梅毒に関する報告としては,宮川

163)が麻樺性痴吊について, 血色素量ならびに

淋巴球の増加を報 じ, 川島164)が第 2期顕症梅

毒について,赤血球数ならびに形質細胞の減少
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と好中 性廿随球ならびに巨核 球の増加を報 じ,

四家165)が小児梅毒について, 有核赤血球と形

質細胞の増加を報 じているが,何れ も検数が僅

少なので,その成績の部分的であることを否み

得ず,いまだ栴毒の腎髄像に関 してまとまった

報告:･はないといっても過言ではないO著者は先

に梅毒患者の/射毒期における骨髄像について発

表 したが166ノ, この報告 内容を含む今回の検蛮

成績を小指 して,次のことを指摘することが出
来るであろう｡

赤血球に関する検査では,末梢血における変

化と軌を一に して血球数,血色素鼻の低下がお

こり,色 素 係 数 は増加 して,高色素性貧血を

示 していた｡病期別にこれをみれば,第 1期中

期より第 2期にかけての変化が著 しく,この'iJi

血は治療によって快復 した｡血清反応別の相違

は認められず,また有核赤血球によ っ て 判 定

されるその成熟度についても, 病 期, 治 療,

血清反応別の変化に著 しいものを認 め な か っ

た ｡

有核細胞殊に白血球数の変化としてほ,梅 毒

患者の骨髄では赤芽球百分率の減少 が 著 しい

が, これは好中球の増加によって引き起 された

ものであるO骨髄芽球と好塩基球が減少 し,莱

の他に単球の減少がみられたが,この細胞の幼

若型は骨髄芽球と混同されfj,いものであり∴報

告者問でもその出現率に差が大きい｡著者の場

合には,その識別に困難を来す場合にはこれを

骨髄芽球に編入 した｡

白血球の病期別変動は形質納胞の他に殆んど

ない｡その形質細胞も,感染初欄に出現率が多
く,病期の進むに従って減少 し,その消長は末

櫓血のそれと平行 し,また血清反応や治療 と共

に変化をするが, これ らの変化は統計上では不

｣王確を免れぬ｡

骨髄有核細胞の成熟度は治療によって高まる

ものの様であり,殊に好酸球はその出現率と併

せて成熟度も増加する.

血清反応別に骨髄像を比べれば,治療其の他

による反応の陰転や滅LCJと共に骨髄 像 が 好 転

し,各細胞はその成熟度を増 して正常値に近 く

なるC
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第 19表 治療前後における病期別骨髄有核細胞分布像
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第 20表 治療前後における満期別骨髄打核細胞成熟状況
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1-

満

月

=･=/

第

内

訳

第

2

期

朋

朔

朔

用

度

等

皮

他

期

i(検 数 )j 赤芽球成熟度

I(30) 弓 3･48-3･52

(10) 3･50-3･59

(ll) 3.49-3.47

(9) 3.43-3.50

i(29〕 r 3.51-3.49

(5) 3･50-3･45

(ll) 3.48-3.53

(ll) 3.54-3.49

(2) 3A5-3.43

(1) i 3.66-3.41

他 i (3) 3.52-3.49

3.50-3.51

好中球成熟度 好酸球成熟度

3･10-3･21 3･28-3･5O

3.25-3.34 3.01-2.60

3.10-3.19 3.73-4.86

2.96-3.11 3.02-2.84

3･09~3･24 1 3･08~3･98

3.13-3.34 2.60-3.14

3.12-3.26 3.23-3.16

3.07-3.20 3.24-5.09

2.99-3.16 2.60-4.40

2.68-2.95 1.7-2.3

3.31-3.34 F 2.70-4.53

3.10-3.23 弓 3.13-3.75

形
幼
質 細 胞
若 率

44.5-32.2

48.7-31.8

41.4-33.7

43.3-32.0

40.5-33.3

28.3-36.1

46.0-42.4

43.6-23.2

23.0…60.1

0-10.0

37.7-37.0

42.2-33.0

第 21表 血漬反応別′FH随血液像 'l入院時)

A B C D
陰 F/‡ 陽 廿
I:二･::. ∴ ,I .}･. ∴ ･
■

(7) l (8) (57) (10)

AB問の比校 AC問の比較 FAD閲の比較

Fo いrJ 定 7 Fo 亘 ｣ 定 l Fo 了f,･rJ 定

J 1 i 】
赤

骨

好

好

好

淋

甲

形

絹

巨

そ

芽

.㌔
=
叶

申

髄

酸 球

揖 基 球

巳 球

球

質 細 胞

内 系

核 球

の 他

F 値

10.56 12.19

1.40 0.94

69.63 62.15

2.13 2.83

0.07 0.16

13.70 18.46

1.07 1.53

1.27 1.41

0.09 0.18

0.07 0.13

0 0.04

3.26i 3.41

0.13t 0.10

0.06F 0.09

0.6 × 1.4 ×

1.4 × 3.7 ×

6.3 lf,意 3.O x

3.4 × 4.7 [沌三

0.1 × 1.1 ×

4.9 有意 1.4 ×

3.5 × 1.9 ×

1.1 x 0.06 ×

2.6 X . 0.06 ×

0.4 × 0.04 ×

0.6

1.7

4.4

5.5

0.3

1.5

0.9

0.3

0.7

0.1

4･O 4･7 4･5 i

.

.

i

.

.

.

.

.

.

′7-
ノー

以上骨髄血 にみられた赤血球,白血球性細胞

の諸変化は,先に未櫓血にみられた数多 くの所

見を支えるに足るもので,この様な骨髄変化を

基盤にして末梢血の変化が起るものであること
が明らかに認められた｡

¶l淋 巴 腺 塗 抹像

a.検査対象並びに方法

土工Lと同じ患者のうち22例につき検査を行っ

た ｡ その鼠瑛部淋巴腺を摘出,半分 に 切 断 し

て,その割 面を軽 く塗抹風乾 し, メチル アル コ

-ル同定の上ギムザ染色を行った 〔､

b.検 査 成 績

症例を病期別に類別 し,また治療の前後, 血

清反応によって分類 してその成債を集計 し,-

指 して第27表に記載 した｡

細胞出現率では淋巴球がその95%の圧倒的多

数をLITAめ,この細胞は第 1期より第 2],g]におい

て杓増加するOその他の細胞の出現率のうち最

も著明な特徴は形質細胞の増加である｡ この細

胞の増加は第 1期の初期より中期に多 く,また
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京大結研紀要 第8巻 第3号治療前は治療

後より多いことが,統計学的に証明された｡そ

の外では,好中球は第四性病に特に多く,その

淋巴腺化膿の現象と一致する成績を示 してい

るが,梅毒では,第 2期 よ り第 1期,血清反応の陰転例よりも陽性不変例に

多かった｡C.小 括淋巴腺穿刺に

よる血球像については _2-3の報告が散見され

る｡ 田坂,富塚は167), 健康者 5例の平均値とし

て,淋巴球98.8% (うち淋巴芽球0.1%,幼若型8

4.6%,成熟型14.1%),網内系細胞0.7%

,好中球0.5%と報 じており,芳賀168)は, 淋

巴球が90%以上を占めるとし,残余の細胞は

網内系細胞,血液から由来 した細胞で占められ

,形質細胞,線維細胞が僅かながら存すると報じて

いる｡ 小野,八井田169), 森170)の報告も

略々これに一致 して 淋巴球の出現率を90%程度となし,あとは細網細胞,形質

細胞等の出現を報告 している｡梅毒患者の

淋巴線穿刺標本に関する報告は末だない｡著者

はその摘出材料の塗抹標本を作成検索 したの

で,以上数名の報告と多 少 趣 を異にする｡著者

の例では淋巴球出現が圧倒的に多数で95%以上

を占めたのであるが,これは梅毒淋巴腺腫の

特徴の一つをなすものと云 っ て よい｡好中球の

少いことも梅毒性病変の特徴と一致するもので

,また組織に増殖する形質細胞の増減が,その

組織変化に伴う塗疾め難痴云ま盲差を含めながら,これ

また検索標本の上に示された｡Ⅳ.梅毒疹または鼠蹟腺分泌物塗抹標本

検索a.検査対象並びに方法疹または鼠

鐸暇からの分泌液を綿棒にとり,これを塗抹後,メチルアルコール固

定,ギムザ染色の上検

鏡した｡b.検 査 成 績塗抹臨検さ

れた細胞のほとんどが破壊状態にあって,正確

に種別を判定することは困難であったが,得られた

成績は第28表の通 りである｡表に明らかな様

に,成績は標本中における諸細胞出現の有無が

記載され,各細胞出現比を算出するまでに至ら

なかった｡従って表には明らかでないが,血球

の大半が好中球,淋巴球で占められ,しかもそ

の淋巴球は第 2期より第 1期に多かった｡また第
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第 23表 血清反応別にみた治療前後における骨髄有核細胞の分布像
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/＼し
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訳

陰

陽

陰
陽

昇

変

降

(4)

(6)

(10)

(45)

F 赤 芽 球

偵 前 二 後 岳Fo桓

10.1 7.8-ll.9 2.0 ×

6.6 12.6-13.1O.05 ×

5.1 L2.6-12.50.00 ×

4.1 12.5-12.40.00 ×

｡10) ぎ 5･1 i
12.6-14.2

(18) 芦 4･5 Fll･9-10･7

(17) l 4･5 t13･0-131･3

(16) 4.5 12.6-13.8 0.2 ×

(27) 4.2 12.8-13.00.01 ×

甲 一 後 卜竺 ｣竺JJjjZ
1.60-0.98 1.2 ×

0.98-1.23 2.8 x

1.03-1.03 0 ×

0.92-0.900.03 ×

0.80-0.98 1.6 ×

0.93-().940.01 ×

好 酸 球 好 塩 基 球 淋 巴 球

車三 本 lfoI匝 二

陰 一ナ 陰 1.9-3.6

陰 一十 陽 2.7-3.2

陽 -, 陰 3.4-4.1

陽 - 陽 3.2-3.8

′-ノ＼--1し内訳(再掲)

遁山
い局

㌦

.
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不

下

性
上
陽

3
･
6ix

…
‡
≡i≡

好 中 球

72.9-67.2 3.9Lx
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3.7 1.263.7-62.1
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3.0三 ∴ :三 ≡
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3.1 ×単
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牢().08-0.

23().12-0.

12().10-0.06().13-0.13 0.7 ×0

×2.3 ×0 ×昇 3.6-3.2 0.4 × ().

ll-0.14 0.3 ×変 3･1-3･9 1･8 × ()･17~0･09 2 ･2
×

降 3
.
2-4.
1 1

.
5× ()

.
ll-0.
172.

4 ×H

下 降 計陰 - ナ

陰陰

ナ 陽陽 一ナ 陰揖 -- lii.

,i再 上

昇不

変下 降 3･3

-

3･2 Eo･Z嵩 ;霊 器 oi?≡

:3.3-4.1形 質 細 胞

前 一 後 Fo判定1.03-

1.23 0.3 ×1.63-1

.30 0.8 ×1.58-0.88 5.0存意こ
1.18-1.02 2.1×

網 内 系13.

8-13.50.03 ×18.9

-15.7 0.8 ×16.1-

17.8 0.5 ×15.9-18

.0 4.3有意15.6- 18

.2 0.9 ×16.1- 17.

2 0.4 ×15.9- 18.8 2.

7 ×16.8- 17.2 ().06 ×

16.0- 18.4

3.0 ×巨 核 0.9

3-1.33 1.1

1.6

3-1.621
.
31-1.
39

1
.
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0

2
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･
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nU
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.2 ×1.46- 1.29 0.5 ×1.

38-1.681.

41-1.33球

l そ前 一 後 ⊆Fo牌｣定 前

一 後 IFo0.05-0.08

0.12-0.030.06-0.07

0.06-0

.09…‡三喜≡害:喜… 紬 二呂三二呂霊

0

-0.051,33-0.98 2.9 × 0.0410.04 判定l 前0

.2× 0.08-0.03 0.2
×1.7× 0.15-0･05 0.5

×0.1× 0.09-0.07

0.22･1 × 0･05-0･
081･
6

0
.
02-0.
04

0
.
06-0.
04

0
.
05-0 .
13

×

×

後

3

2

1

1

〇

〇

O

0

i

0

0

0

O

山

.I

I.

I

O

〇

一0.5×0-0.01
0
.
7×0-0.
01

5

.8有意 0-00× 0.07-0.04 0.3 x 0.02-0.011･40-0･89 15･1存意 O･07-0･08 0･2 × 0107-0･11 0･6;× 0･00-0･

00が検出され,潰癌化 した鼠蹟腺の分泌液に

も,また第四性病にもこの細胞が検出

されたが,とくに

梅毒における検出率が高かった｡尚潰揚 分泌

液では好酸球が多数に検出されたoV.総

括以上第 3部に述べ られた梅毒患者 の 末 梢 血 波,骨髄,淋巴腺

,疹分泌液等の塗抹標本に認められた細胞学的

所見について総措すると次の如 くになるであろ

う｡末梢血,骨髄血両者を通 じて高色素性貧血
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第 24表 血清反応別にみた治療前後における骨髄有核細胞成熟度の比較
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好中球成熟度
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第 25蓑 骨 髄 像 の 比 較
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(註)Rohrの成 績は,白血球系のみを%で 示 し ,他は白血球100に対する成績.
第 26表 感染症における骨髄像の変化88報告の集計
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第 27蓑 淋巴腺塗抹標本血球像
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の恢復に当っては赤血球数,血色素量共に増加

するが,後者の増加が前者のそれを上廻る場合

もあって,色素係数は史に高 くなる場 合 が あ

る｡何れにしろ赤血球系にみられた この 変 化

は,骨髄における赤芽球の変化と軌を一にする

ものであった｡即ち病期による変遷は明らかで

はなかったが,赤芽球は梅毒の各病期共に減少

し,その成熟度も悪 く,また治療によってこの

病的変化は好転する｡白血球系の諸細胞の変化

は複雑であるが,梅毒時には総細胞数は未椙,

骨髄共に増加 して,細胞の成熟度が低下するO

人柄における白血球増加は,好中球の他に好酸

球,単球,形質細胞の増加 によるもので,略々こ

れと軌を一にする変化を骨髄でも認めることが

出来る｡このうち最も特徴的な変化は形質細胞

で,この細胞は 1期に多 く, 2期, 3期と次第
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第 28表 分泌液塗抹標本における各種細胞検出率 (%)
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(註)その他の大半は,
上皮細胞である
.

に減少する
｡
この細胞種の血液における変遷

は
,
疹や淋巴腺の組織切片でみられたその増減

と逆である
｡
併しこの矛盾は
,
組織より血行-

の移行の難易によって容易に説明することが出

莱
,
またその根源となる病理組織学的な変化が

第2部において明らかに指摘されている｡
好酸

球の増加も著しいが,
検査対象となった患者の

殆んど総てが腸管寄生虫症を有するものと思わ

れるので
,
この細胞の増加の原因を梅毒感染に

のみ求めることは出来ないであろう｡
併し感染

病期や治療によるこの細胞の変動は
,
理論的な

推定値とは比較的よく一致した｡
尚好中球の増

加やその核指数の減少も
,
治療と共に恢復し

た
｡
梅毒血清反応の変化と各種白血球の増減と

の関係のうち,
比較的著明な相関を示すものは

形質細胞
,
淋巴球
,
好中球等である
｡
即ち梅毒

患者のうち血清反応の陽転をみるものは,
それ

が陰性に留るものに比べて淋巴球減少や好中球

増加の病的変化が著しい｡
また血清反応の陽性

者も
,
治療によって淋巴球が増加し,
好中球
,
形質細胞が減少して次第に正常値に復帰する｡
淋巴腺の塗抹及び疹の溶出液に含まれる細胞

は
,
何れも淋巴球が圧倒的多数を占めていた
｡
併し同時に検出される形質細胞や好中球等の変

化を調べれば,感染病期や治療,血清･反応の動

き等による変動が,或程度まで先の組織切片に

おける病変や,或は末梢血,骨髄血にみられた

変化との問に関連のあることを示すもので,こ

のような比較的簡単な検査方法も,梅毒感染の

病態を知る上で或程度まで有益であることが判

明した｡

Ⅵ.結 論

著者は売春婦 131名の末梢血, 骨髄血及び鼠

蹟部淋巴腺,疹溶出液の塗抹標本を細胞学的に

検索 し電次の結論を得た｡

1)梅毒感染の比較的初期において,赤血球

の成熟 こよる貧血が斎される｡この貧血の

治療によって比較的容

易に恢頭軒る

2)自

好酸球,

系の細胞では,淋巴球,好中球,

球,形質細胞等の増加が認められ,

その何れも幼君細胞が多 くなる｡このうち特徴

的な変化蜂形質細胞の増加であり,疹や淋巴腺

にみられね組織反応との関係が著 しい｡

3)感染により梅毒血清反応が陽転するもの

では一般に血液像が悪 くなり,その陰性に留る

もの,或は治療によって陽性より陰転するもの

では,血液像の障碍も恢復する｡
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全 篇 の

著者の検索 した症例 131例は,僅かその2例

を除 く他は,総て売春婦という特殊な業態にあ

るものであった｡従って第 1部に述べた臨床検

査で判明した限 りでも,得 られた成績が比較的

特徴あるもので,検査対象の background を

知ることな くしてはその結果を論 じ得ないとい

うことが判明した｡即ち著者の検査対象は極め

て梅毒感染頻度の高いものであって,その第 1

,1g]患者にみられた高い血清反応の陽性率,また

その淋巴腺関与の少い点,更に疹の多発や続発

疹のあること等,その何れもが梅毒の再感染,

重感染等 の 機 会 の多いことを示すものであっ

た｡更に淋病,軟性下狩,第四性病等の他の性

病の混合感染も見逃 し得ない頻度でこれ等の患
者に存在 した｡

以上の論点を考慮 して,第 2部に記載された

病理組織学的検索を行った｡この場合に血清学

上の成績と肉眼的な病変とを併せて病期判定の

質料とし,これによってその病理組織学的な考

察が統一された結論に導かれ得る様な病期分類

が可能となった｡即ちか くして分類された病巣

には,その病理組織学的な特徴として次の如き

ものが指摘される｡第1期初期にある病巣は淋巴

球反応を特徴とする真変の肉芽を持ち,その中

期には好中 球反応が加わってこれが潰疲形成の

細胞反応として認められる｡第 1期の後期には

肉芽が癒痕性となって炎 症の 消 磁 を示 してお

り,形質細胞が出現 して梅毒血清反応も確かと

なる｡第 2期の皮膚病変を代表するものに后平

コンジロームと背板疹があり,時期的にも前者

が後者に先立つものと推定される｡后平コンジ

ロームの組織学的特徴は,その著 しい上皮の増

殖と真皮肉芽における形質細胞の増殖である｡

形質細胞の増殖はその著 しい血清反応の出現と

軌を一にするもので,また上 皮 増 殖は緩 徐な

炎症持続の結果であり,この炎症にはアレルギ

ー反応の参加があるものと,その強い血清反応

より推論することが許される0第 1期疹におけ

ると同様に,后平コンジロームには多数のスピ
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総 括

ロ--タが存在 し,従って鼓では免疫現象のみ

られないアレルギーが存在すると考えてよいで

あろう｡これに対 し蕎禎疹では病原菌はみられ

ない｡その病変は急激な血管反応の結果像を示

しており,真皮の細胞間質のフィブリノイ ド変

性と,血管周閲の著 しい形質細胞浸潤を残 して

いるo即ちこの病巣は免疫の強いアレルギーを

示 していると解 してよい｡第 3期の 皮 膚 変 化

は,第 2期より更に進んだ上皮の増 殖 を 現 し

て,こゝではもはや病原菌がみられない｡即ち

この点でこゝには免疫を伴った強いアレルギー

性組織反応が存在すると考えられる｡以上梅毒

の皮膚反応を病期別に整理すれば,形質細胞の

増殖を根底に,次第に増強する血清反応を根拠

として,病巣にみられる組織反応を,アレルギ

ーと免疫の観点から明瞭に理解することが可能

である｡ た ゞしこの場合に免疫現象は,病原菌

であるスピロ--タの存否を基礎に判定するこ

とが可能であるが,一方アレルギーの指標とし

てほ,従来そのことに触れられなかった上皮の

増殖を梅毒感染におけるアレルギー性皮膚反応

の指標として取上げた｡この判断が果 して当を

得たものか否か,勿論今後批判 されて然るべき

ところであるが,結核におけるアレルギーの組

織反応の一つとして類上皮細胞形成が指標とな

り得るように,皮膚における上皮の増殖が梅毒

におけるアレルギ-の一つの指標となり得るも

のと考える｡

以上第 2部で得 られた成績をアレルギーと免

疫という観点より整理 して,これを結核症と比

べれば,次表の如 くになるであろう｡

梅 毒 結 核

アレル可 免 疫

I l

近

一
日

付

+

免ギル

一

冊

柑

鼎

レア

上 皮増殖 鶴 芸へ一陽 窪細胞l
薗発育 阻 止
分画炎
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表にみられたものゝうち,梅毒第 2期のaは

后平 コンジローマを,bほ蓄積疹を 指 して お

り,結核においてはaほ早期播種, bは晩期播

種を指すもので,このうち結核の第 2期病巣の

アレルギーと免疫との実証は,未だ極めて不確

実なものである｡また結核におけると同様に梅

毒でも,そのアレルギー性組織反応 な る も の

は,複雑な抗原系の故に蕊に便宜的に挙げられ

た反応形式以外に種々のものが存在することが

可能である｡またその免疫の内容を な す も の

も,直接的な特異免疫は少 くて,或は結核にお

けると同株梅毒でも非特異的な免疫機序が介在

する余地が多分にある｡以上の様な諸点を考慮

しても尚表に示されたところでは,梅毒と結核

との相似性が極めて高 く表現 されているといっ

てよい｡

以上の他に第 3部で,末相血,骨髄等に現れた

細胞の変化をこのような全身的な変化の関連の

うちに考察 した｡梅毒感染 と共に骨髄は刺戟 さ

れて幼若細胞を放出する｡併 し第1期より第2期

の初めにかけて血球成熟障碍が惹起 され,特有

な高色素性貧血と幼君白血球の動員が現れる｡

これ等がスピロヘータによる直接の障碍か,或

はアレルギーを介 しての碍障か,これを明らか

にすることは出来なかったが,駆梅療法によっ

てこれ等の病的変化が除去 されるに反 し,血清

の諸アレルギー反応は尚も残存する傾向がある

点より,先ずスピロ-一夕による直接的な作用

と見倣すべきものと考える｡ 何れに しろ血液に

みられる形質細胞反応が,皮膚病巣や淋巴腺巣

で増加する形質細胞の血中動員の結果を示すも

のとして理解 され,またこの形質細胞が梅毒血

清反応の抗体産生に大きな役割を果す可能性を

考えれば,末栴及び骨髄の血液について行った

著者の細胞学的検索も,梅毒 という慢性感染疾

患の病態を理解する上で役立つものが多かった

(附記)稿を終るにのぞみ,本論文完成に協

力されて,多 くの示唆を与えられ,加えて校閲

の労を取 られた京大結核研究所安平助教授に深

い感謝の意を表 します｡また著者の在職当時本

研究を為すに当って協力を惜 しまれなかった府

立平安病院の同僚諸氏に感謝 します｡
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